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『平屋の家』

『 終 活 の 家 づ くり 』

詳しくはニコニコ住宅までお電話ください！
ニコニコ住宅は『終活の家づくり』を応援します！

万円～768
の家づくり

●
●
●
●
●
●

子育てが終わり、定年退職を迎え、老後の生活を有意義に過ごされたい方。
二階建てや庭園など、住まいと敷地が老後の生活には広すぎる方。
長年の暮らしで、使わない品々に囲まれている方。
マンションや老人ホームへ転居せず、今の場所で暮らしたい方。
リフォームするには老朽化しすぎで、高額な新築費では老後資金に不安が残る方。
旅行や趣味、習い事などを優先した生活を送りたい方々。

◇
人
生
は
、七
転
び
八
起
き
!!

15
歳
で
親
元
を
離
れ
、大
工
の
棟

梁
に
弟
子
入
り
。
20
歳
で
独
立
し
、

岡
建
築
代
表
、一
建
設
代
表
、ア
イ

フ
ル
ホ
ー
ム
長
崎
初
代
オ
ー

ナ
ー
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ー
ム
長

崎
初
代
オ
ー
ナ
ー
、ア
ッ
ト
ハ
ウ

ジ
ン
グ
長
崎
代
表
を
経
て
、現
在

グ
ッ
ド
ホ
ー
ム
社
長
。紆
余
曲
折

の
中
で
、約
３
千
棟
の
家
づ
く
り

を
手
が
け
た
半
世
紀
を
振
り
返
っ

た
回
顧
録
。

株式会社グッドホーム 長崎市岡町2-22渕ビル2F TEL.095-847-7420
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五島列島
53教会堂
20日間の

一人旅体験記 
（ガイドマップ付き）

　
私
は
歩
く
こ
と
が
好
き
で
、
地

元
・
諫
早
市
周
辺
の
「
諫
江
八
十

八
ケ
所
霊
場
」
巡
り
か
ら
始
め
た

一
人
歩
き
は
、
九
州
内
の
霊
場
巡

り
へ
と
及
ん
だ
。

　
次
い
で
念
願
の
四
国
八
十
八
ケ

所
霊
場
遍
路
へ
、
満
願
成
就
し

高
野
山
奥
の
院
へ
も
お
礼
に
行
っ

た
。
四
国
遍
路
で
は
、
台
湾
、
カ

ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
人
な
ど
外
国
人
も

歩
い
て
い
た
。
案
内
標
識
に
は
韓

国
の
人
が
設
置
し
た
と
い
う
も
の

も
加
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
国
、

宗
教
が
違
っ
て
い
て
も
１
０
０
０

年
の
歴
史
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
四

国
八
十
八
ケ
所
遍
路
へ
の
関
心
は

高
い
よ
う
だ
。

　
次
の
歩
き
に
つ
い
て
考
え
た
。

長
崎
県
下
に
は
多
く
の
カ
ト
リ
ッ

ク
の
教
会
堂
が
五
島
列
島
を
中
心

に
点
在
し
て
い
る
。
当
時
、「
長

崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連

遺
産
」
を
世
界
遺
産
に
登
録
し
よ

う
と
し
て
い
る
中
、
次
は
県
内
の

教
会
巡
礼
を
し
よ
う
と
決
め
る
。

（
現
在
は
、「
長
崎
と
天
草
地
方
の

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
と

し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。）

　
早
速
、
長
崎
市
に
在
る
「
N
P

O
法
人
長
崎
巡
礼
セ
ン
タ
ー
」
に

出
向
き
教
会
堂
や
キ
リ
ス
ト
教
関

連
史
跡
等
「
巡
礼
地
」
の
資
料
を

い
た
だ
き
計
画
を
立
て
る
。

　
一
番
気
に
な
る
の
は
キ
リ
ス
ト

教
の
信
者
で
な
い
私
が
教
会
堂
で

拝
観
す
る
だ
け
で
な
く
教
会
巡
礼

と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
（
お
祈

り
）
し
た
ら
よ
い
の
か
、
よ

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
再
度
、
巡
礼
セ
ン
タ
ー
に

出
向
き
、「
教
会
堂
巡
礼
の

し
か
た
に
記
載
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
何
を
祈
っ
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
、
目
を
閉
じ
て

か
ら
、
目
を
開
け
て
何
か
を

感
じ
る
こ
と
で
す
。
堂
内
の
写
真

撮
影
は
だ
め
で
す
。
外
に
出
た
ら

振
り
返
り
何
か
を
感
じ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
助
言
を
受
け
る
。「
無

理
を
し
な
い
で
」
と
言
わ
れ
る
。

　
霊
場
遍
路
で
は
具
体
的
に
目
に

見
え
る
行
動
で
な
さ
れ
教
会
堂
巡

礼
で
は
心
の
中
で
な
さ
れ
る
静
か

な
行
動
で
あ
る
と
思
っ
た
。
誰
も

が
参
加
で
き
る
の
は
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
先
年
長
崎

の
教
会
堂
（
壱
岐
、
対
馬
は
除
き

天
草
地
方
は
加
え
る
）
な
ど
巡
礼

地
を
歩
い
て
す
べ
て
つ
な
い
だ
。

そ
の
数
は
、
巡
礼
地
３
０
１
カ
所
、

寄
り
道
40
カ
所
、
所
要
日
数
48
泊

72
日
、
範
囲
は
狭
い
け
れ
ど
歩
行

距
離
は
、
約
１
，
６
０
０
㎞
（
長

崎
か
ら
大
阪
、
東
京
等
主
要
都
市

を
直
線
で
結
ん
だ
ら
青
森
に
至

る
）
に
お
よ
ん
だ
。

　
教
会
堂
の
多
く
は
島
の
浦
々
や

山
の
中
腹
に
建
っ
て
い
る
。
江
戸

時
代
後
期
に
大
村
藩
か
ら
移
住
し

て
き
た
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
山
間

僻
地
や
入
り
江
の
奥
に
居
付
き
苦

労
し
て
開
拓
、
そ
の
地
に
禁
教
が

解
け
た
明
治
６
年（
１
８
７
３
年
）

以
降
、
祈
り
の
場
と
し
て
、
教
会

堂
が
建
て
ら
れ
た
。
す
で
に
一
代

目
は
老
朽
化
し
二
代
目
に
建
て
替

え
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
さ
ら

に
三
代
目
も
あ
る
。

　
教
会
堂
は
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
が
あ

り
建
物
の
形
や
大
き
さ
も
内
部
の

構
造
も
違
っ
て
い
た
が
正
面
に
祭

壇
、
左
右
の
壁
に
７
枚
の
絵
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
の
は
ど
こ
も
同
じ

だ
っ
た
。
ま
た
朝
日
、
夕
日
が
窓

の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
透
し
て
静

か
な
堂
内
に
写
さ
れ
た
場
面
は
幻

想
的
だ
っ
た
。

　
各
ビ
ー
チ
や
岬
、
海
岸
な
ど
風

光
明
媚
な
景
色
を
見
、
椿
の
ト
ン

ネ
ル
、
蕾
で
あ
っ
た
桜
も
歩
く
ご

と
に
満
開
に
な
り
、
早
期
栽
培
の

田
植
前
の
水
田
で
は
蛙
が
そ
こ
か

し
こ
か
ら
鳴
く
声
を
聞
き
、
森
の

奥
か
ら
人
の
呻
く
よ
う
な
不
気
味

な
声
を
聞
く
。
秋
に
は
道
端
の
木

に
下
が
る
「
グ
べ
」
を
い
た
だ
き

春
に
は
山
グ
ミ
を
い
た
だ
き
子
供

の
頃
を
思
い
出
す
等
自
然
に
ふ
れ

な
が
ら
、
信
仰
を
貫
い
て
き
た
人

た
ち
を
思
い
な
が
ら
歩
い
て
め
ぐ

る
の
も
意
義
が
あ
る
。
歩
い
て
し

か
見
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。

　
荒
天
で
海
が
時
化
、
船
が
欠
航

し
動
け
ず
日
程
を
延
期
し
た
り
強

風
で
行
く
手
を
妨
げ
ら
れ
た
り
と
、

島
の
厳
し
さ
も
実
感
す
る
。

　
五
島
巡
礼
へ
都
合
４
回
行
っ
た
。

　
１
回
目
は
秋
に
、
２
回
目
も
秋

に
（
長
崎
国
体
の
応
援
日
を
挟
ん

で
）
２
回
に
分
け
て
行
き
、
３
回

目
は
こ
れ
ま
で
と
は
逆
に
小
値
賀

島
か
ら
福
江
島
に
初
春
に
下
り
、

４
回
目
は
「
五
島
椿
祭
り
」
期
間

の
最
終
週
に
訪
問
、
所
要
日
数
は

概
ね
17
泊
18
日
、
歩
行
距
離
約
４

１
５
㎞
、（
玉
之
浦
か
ら
小
値
賀

ま
で
島
の
中
心
を
結
ん
だ
直
線
距

離
は
90
㎞
弱
）、
55
巡
礼
地
、
寄

り
道
30
カ
所
だ
っ
た
。

　
本
書
は
、
こ
の
４
回
の
五
島
巡

礼
を
も
と
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た

の
で
歩
き
旅
に
興
味
の
あ
る
方
は

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

小
川
利
昭
著

小
川
利
昭

O
gaw

a To
shiaki

g

スタンプ帳朝日上る（大宝）
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う
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２

０２０ ０２１

1622日目
ゴール

3日目
スタート

雨模様なので雨具を着て宿を ６：５５ 出て、「新栄町
バス停」 ７：１０ 発「観音平行き」のバスに乗る。（土、
日曜日は運休）、「堂崎天主堂入口バス停」下車、
７：３５ 歩き始める。
と ぎ

戸岐湾入り口に架かる戸岐大橋を右からの強風を受け
ながら渡る。その先は田ノ浦瀬戸そして久賀島、白い浜
脇教会堂が小さく見える。下って戸岐小学校跡を右に見

て、左手、木立の間から戸岐湾を見る。「宮原
公民館前バス停」から右折、小さな橋を渡ると

みや ばら

すぐ⑤宮原教会堂（五島市戸岐町）に
８：１５ 着く、昭和４６年（１９７１年）改築、木造
平屋建ての小さな教会堂、水平天井、後ろの椅
子に座り一時を過ごす、静かだ。庭先に桜の大
樹、八重桜で満開時はきれいだと以前近くの老
婆が話す。県道へ戻り右折、湾を見ながら進む。

ま ぶせ

しばらくして分岐、右手間伏、半泊方面へ進むとすぐ右手に岩屋観音の説明板が立つ、

宿～（0．4㎞）～バス停 →（バス、7．8㎞）→
堂崎天主堂入口～（2．1㎞）～

みやばら

⑤宮原教会堂～（1．3㎞）～岩屋観音～
ばんどまり

（2．8㎞）～⑥半泊教会堂～（9．4㎞）～
くす はら

ドンドン淵～（6．1㎞）～⑦楠原教会堂～
くすはら ろう や あと ぎ ょ う が さ き

（0．3㎞）～楠原牢屋跡～（4．5㎞）～魚津ヶ崎
公園・遣唐使船寄港地の碑～（1．1㎞）～
宿（岐宿町）

2日目
平成２８年２月２３日㈫

巡礼３カ所
（１教会：２０分）

寄り道３カ所

歩行距離 約２８．０㎞

堂
崎
か
ら
岐
宿

2日目のルート図（堂崎から岐宿）

宮原教会堂

岩屋の観音像

２

０２０ ０２１

1622日目
ゴール

3日目
スタート

雨模様なので雨具を着て宿を ６：５５ 出て、「新栄町
バス停」 ７：１０ 発「観音平行き」のバスに乗る。（土、
日曜日は運休）、「堂崎天主堂入口バス停」下車、
７：３５ 歩き始める。
と ぎ

戸岐湾入り口に架かる戸岐大橋を右からの強風を受け
ながら渡る。その先は田ノ浦瀬戸そして久賀島、白い浜
脇教会堂が小さく見える。下って戸岐小学校跡を右に見

て、左手、木立の間から戸岐湾を見る。「宮原
公民館前バス停」から右折、小さな橋を渡ると

みや ばら

すぐ⑤宮原教会堂（五島市戸岐町）に
８：１５ 着く、昭和４６年（１９７１年）改築、木造
平屋建ての小さな教会堂、水平天井、後ろの椅
子に座り一時を過ごす、静かだ。庭先に桜の大
樹、八重桜で満開時はきれいだと以前近くの老
婆が話す。県道へ戻り右折、湾を見ながら進む。

ま ぶせ

しばらくして分岐、右手間伏、半泊方面へ進むとすぐ右手に岩屋観音の説明板が立つ、

宿～（0．4㎞）～バス停 →（バス、7．8㎞）→
堂崎天主堂入口～（2．1㎞）～

みやばら

⑤宮原教会堂～（1．3㎞）～岩屋観音～
ばんどまり

（2．8㎞）～⑥半泊教会堂～（9．4㎞）～
くす はら

ドンドン淵～（6．1㎞）～⑦楠原教会堂～
くすはら ろう や あと ぎ ょ う が さ き

（0．3㎞）～楠原牢屋跡～（4．5㎞）～魚津ヶ崎
公園・遣唐使船寄港地の碑～（1．1㎞）～
宿（岐宿町）

2日目
平成２８年２月２３日㈫

巡礼３カ所
（１教会：２０分）

寄り道３カ所

歩行距離 約２８．０㎞

堂
崎
か
ら
岐
宿

2日目のルート図（堂崎から岐宿）

宮原教会堂

岩屋の観音像

世界遺産 長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産

五
島
巡
礼
証
明
書

※本書の一例

野首教会堂

大曽教会堂
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私
は
歩
く
こ
と
が
好
き
で
、
地

元
・
諫
早
市
周
辺
の
「
諫
江
八
十

八
ケ
所
霊
場
」
巡
り
か
ら
始
め
た

一
人
歩
き
は
、
九
州
内
の
霊
場
巡

り
へ
と
及
ん
だ
。

　
次
い
で
念
願
の
四
国
八
十
八
ケ

所
霊
場
遍
路
へ
、
満
願
成
就
し

高
野
山
奥
の
院
へ
も
お
礼
に
行
っ

た
。
四
国
遍
路
で
は
、
台
湾
、
カ

ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
人
な
ど
外
国
人
も

歩
い
て
い
た
。
案
内
標
識
に
は
韓

国
の
人
が
設
置
し
た
と
い
う
も
の

も
加
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
国
、

宗
教
が
違
っ
て
い
て
も
１
０
０
０

年
の
歴
史
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
四

国
八
十
八
ケ
所
遍
路
へ
の
関
心
は

高
い
よ
う
だ
。

　
次
の
歩
き
に
つ
い
て
考
え
た
。

長
崎
県
下
に
は
多
く
の
カ
ト
リ
ッ

ク
の
教
会
堂
が
五
島
列
島
を
中
心

に
点
在
し
て
い
る
。
当
時
、「
長

崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連

遺
産
」
を
世
界
遺
産
に
登
録
し
よ

う
と
し
て
い
る
中
、
次
は
県
内
の

教
会
巡
礼
を
し
よ
う
と
決
め
る
。

（
現
在
は
、「
長
崎
と
天
草
地
方
の

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
と

し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。）

　
早
速
、
長
崎
市
に
在
る
「
N
P

O
法
人
長
崎
巡
礼
セ
ン
タ
ー
」
に

出
向
き
教
会
堂
や
キ
リ
ス
ト
教
関

連
史
跡
等
「
巡
礼
地
」
の
資
料
を

い
た
だ
き
計
画
を
立
て
る
。

　
一
番
気
に
な
る
の
は
キ
リ
ス
ト

教
の
信
者
で
な
い
私
が
教
会
堂
で

拝
観
す
る
だ
け
で
な
く
教
会
巡
礼

と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
（
お
祈

り
）
し
た
ら
よ
い
の
か
、
よ

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
再
度
、
巡
礼
セ
ン
タ
ー
に

出
向
き
、「
教
会
堂
巡
礼
の

し
か
た
に
記
載
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
何
を
祈
っ
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
、
目
を
閉
じ
て

か
ら
、
目
を
開
け
て
何
か
を

感
じ
る
こ
と
で
す
。
堂
内
の
写
真

撮
影
は
だ
め
で
す
。
外
に
出
た
ら

振
り
返
り
何
か
を
感
じ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
助
言
を
受
け
る
。「
無

理
を
し
な
い
で
」
と
言
わ
れ
る
。

　
霊
場
遍
路
で
は
具
体
的
に
目
に

見
え
る
行
動
で
な
さ
れ
教
会
堂
巡

礼
で
は
心
の
中
で
な
さ
れ
る
静
か

な
行
動
で
あ
る
と
思
っ
た
。
誰
も

が
参
加
で
き
る
の
は
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
先
年
長
崎

の
教
会
堂
（
壱
岐
、
対
馬
は
除
き

天
草
地
方
は
加
え
る
）
な
ど
巡
礼

地
を
歩
い
て
す
べ
て
つ
な
い
だ
。

そ
の
数
は
、
巡
礼
地
３
０
１
カ
所
、

寄
り
道
40
カ
所
、
所
要
日
数
48
泊

72
日
、
範
囲
は
狭
い
け
れ
ど
歩
行

距
離
は
、
約
１
，
６
０
０
㎞
（
長

崎
か
ら
大
阪
、
東
京
等
主
要
都
市

を
直
線
で
結
ん
だ
ら
青
森
に
至

る
）
に
お
よ
ん
だ
。

　
教
会
堂
の
多
く
は
島
の
浦
々
や

山
の
中
腹
に
建
っ
て
い
る
。
江
戸

時
代
後
期
に
大
村
藩
か
ら
移
住
し

て
き
た
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
山
間

僻
地
や
入
り
江
の
奥
に
居
付
き
苦

労
し
て
開
拓
、
そ
の
地
に
禁
教
が

解
け
た
明
治
６
年（
１
８
７
３
年
）

以
降
、
祈
り
の
場
と
し
て
、
教
会

堂
が
建
て
ら
れ
た
。
す
で
に
一
代

目
は
老
朽
化
し
二
代
目
に
建
て
替

え
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
さ
ら

に
三
代
目
も
あ
る
。

　
教
会
堂
は
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
が
あ

り
建
物
の
形
や
大
き
さ
も
内
部
の

構
造
も
違
っ
て
い
た
が
正
面
に
祭

壇
、
左
右
の
壁
に
７
枚
の
絵
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
の
は
ど
こ
も
同
じ

だ
っ
た
。
ま
た
朝
日
、
夕
日
が
窓

の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
透
し
て
静

か
な
堂
内
に
写
さ
れ
た
場
面
は
幻

想
的
だ
っ
た
。

　
各
ビ
ー
チ
や
岬
、
海
岸
な
ど
風

光
明
媚
な
景
色
を
見
、
椿
の
ト
ン

ネ
ル
、
蕾
で
あ
っ
た
桜
も
歩
く
ご

と
に
満
開
に
な
り
、
早
期
栽
培
の

田
植
前
の
水
田
で
は
蛙
が
そ
こ
か

し
こ
か
ら
鳴
く
声
を
聞
き
、
森
の

奥
か
ら
人
の
呻
く
よ
う
な
不
気
味

な
声
を
聞
く
。
秋
に
は
道
端
の
木

に
下
が
る
「
グ
べ
」
を
い
た
だ
き

春
に
は
山
グ
ミ
を
い
た
だ
き
子
供

の
頃
を
思
い
出
す
等
自
然
に
ふ
れ

な
が
ら
、
信
仰
を
貫
い
て
き
た
人

た
ち
を
思
い
な
が
ら
歩
い
て
め
ぐ

る
の
も
意
義
が
あ
る
。
歩
い
て
し

か
見
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。

　
荒
天
で
海
が
時
化
、
船
が
欠
航

し
動
け
ず
日
程
を
延
期
し
た
り
強

風
で
行
く
手
を
妨
げ
ら
れ
た
り
と
、

島
の
厳
し
さ
も
実
感
す
る
。

　
五
島
巡
礼
へ
都
合
４
回
行
っ
た
。

　
１
回
目
は
秋
に
、
２
回
目
も
秋

に
（
長
崎
国
体
の
応
援
日
を
挟
ん

で
）
２
回
に
分
け
て
行
き
、
３
回

目
は
こ
れ
ま
で
と
は
逆
に
小
値
賀

島
か
ら
福
江
島
に
初
春
に
下
り
、

４
回
目
は
「
五
島
椿
祭
り
」
期
間

の
最
終
週
に
訪
問
、
所
要
日
数
は

概
ね
17
泊
18
日
、
歩
行
距
離
約
４

１
５
㎞
、（
玉
之
浦
か
ら
小
値
賀

ま
で
島
の
中
心
を
結
ん
だ
直
線
距

離
は
90
㎞
弱
）、
55
巡
礼
地
、
寄

り
道
30
カ
所
だ
っ
た
。

　
本
書
は
、
こ
の
４
回
の
五
島
巡

礼
を
も
と
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た

の
で
歩
き
旅
に
興
味
の
あ
る
方
は

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

小
川
利
昭
著

小
川
利
昭

O
gaw

a To
shiaki

g

スタンプ帳朝日上る（大宝）

●判型：A５判　●頁数：144頁
●定価：1,200＋税

旧五輪教会堂（久賀島） 江上教会堂（奈留島） 頭ヶ島教会堂（中通島） 野首教会堂（野崎島）

か
ん
こ
う

男性作家特集

２

０２０ ０２１

1622日目
ゴール

3日目
スタート

雨模様なので雨具を着て宿を ６：５５ 出て、「新栄町
バス停」 ７：１０ 発「観音平行き」のバスに乗る。（土、
日曜日は運休）、「堂崎天主堂入口バス停」下車、
７：３５ 歩き始める。
と ぎ

戸岐湾入り口に架かる戸岐大橋を右からの強風を受け
ながら渡る。その先は田ノ浦瀬戸そして久賀島、白い浜
脇教会堂が小さく見える。下って戸岐小学校跡を右に見

て、左手、木立の間から戸岐湾を見る。「宮原
公民館前バス停」から右折、小さな橋を渡ると

みや ばら

すぐ⑤宮原教会堂（五島市戸岐町）に
８：１５ 着く、昭和４６年（１９７１年）改築、木造
平屋建ての小さな教会堂、水平天井、後ろの椅
子に座り一時を過ごす、静かだ。庭先に桜の大
樹、八重桜で満開時はきれいだと以前近くの老
婆が話す。県道へ戻り右折、湾を見ながら進む。

ま ぶせ

しばらくして分岐、右手間伏、半泊方面へ進むとすぐ右手に岩屋観音の説明板が立つ、

宿～（0．4㎞）～バス停 →（バス、7．8㎞）→
堂崎天主堂入口～（2．1㎞）～

みやばら

⑤宮原教会堂～（1．3㎞）～岩屋観音～
ばんどまり

（2．8㎞）～⑥半泊教会堂～（9．4㎞）～
くす はら

ドンドン淵～（6．1㎞）～⑦楠原教会堂～
くすはら ろう や あと ぎ ょ う が さ き

（0．3㎞）～楠原牢屋跡～（4．5㎞）～魚津ヶ崎
公園・遣唐使船寄港地の碑～（1．1㎞）～
宿（岐宿町）

2日目
平成２８年２月２３日㈫

巡礼３カ所
（１教会：２０分）

寄り道３カ所

歩行距離 約２８．０㎞

堂
崎
か
ら
岐
宿

2日目のルート図（堂崎から岐宿）

宮原教会堂

岩屋の観音像
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バス停」 ７：１０ 発「観音平行き」のバスに乗る。（土、
日曜日は運休）、「堂崎天主堂入口バス停」下車、
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ながら渡る。その先は田ノ浦瀬戸そして久賀島、白い浜
脇教会堂が小さく見える。下って戸岐小学校跡を右に見

て、左手、木立の間から戸岐湾を見る。「宮原
公民館前バス停」から右折、小さな橋を渡ると

みや ばら

すぐ⑤宮原教会堂（五島市戸岐町）に
８：１５ 着く、昭和４６年（１９７１年）改築、木造
平屋建ての小さな教会堂、水平天井、後ろの椅
子に座り一時を過ごす、静かだ。庭先に桜の大
樹、八重桜で満開時はきれいだと以前近くの老
婆が話す。県道へ戻り右折、湾を見ながら進む。

ま ぶせ

しばらくして分岐、右手間伏、半泊方面へ進むとすぐ右手に岩屋観音の説明板が立つ、

宿～（0．4㎞）～バス停 →（バス、7．8㎞）→
堂崎天主堂入口～（2．1㎞）～

みやばら

⑤宮原教会堂～（1．3㎞）～岩屋観音～
ばんどまり

（2．8㎞）～⑥半泊教会堂～（9．4㎞）～
くす はら

ドンドン淵～（6．1㎞）～⑦楠原教会堂～
くすはら ろう や あと ぎ ょ う が さ き

（0．3㎞）～楠原牢屋跡～（4．5㎞）～魚津ヶ崎
公園・遣唐使船寄港地の碑～（1．1㎞）～
宿（岐宿町）

2日目
平成２８年２月２３日㈫

巡礼３カ所
（１教会：２０分）

寄り道３カ所

歩行距離 約２８．０㎞

堂
崎
か
ら
岐
宿

2日目のルート図（堂崎から岐宿）

宮原教会堂

岩屋の観音像

世界遺産 長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産

五
島
巡
礼
証
明
書

※本書の一例

野首教会堂

大曽教会堂



　
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
を
誇
り

に
思
う
こ
と
が
で
き
る
、
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。

　
長
与
の
よ
さ
と
特
色
、
地
名
の

お
も
し
ろ
さ
と
奥
深
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
か
ら
ま

と
め
た
本
書
で
す
。

　
長
与
を
く
ま
な
く
歩
き
調
べ
、

地
名
、
特
に
小
字
に
焦
点
を
当
て

て
著
し
ま
し
た
。

◆
調
査
は
楽
し
い

　
私
は
高
校
生
の
こ
ろ
か
ら
考
古

【本書の主な内容】
　長与を、主に地理的な視点から記載した地誌

書ということができます。長与町の全体的な特色、

郷（大字）ごとの特色とその小字について記述し

ています。地形や土地利用、地物、歴史などを説

明し、やや大胆に地名の由来も考察してみました。

　主な項目は、

　・地名とは　地名の意義、小字の特色

　・長与町の地理・歴史概観

　・長与の九つの郷（大字）と340の小字の特色

　・小字の分析（主な小字と分布）●判型：B5判　●頁数：１１４頁
●定価：1,200円＋税

堂崎

中山

加瀬川西平

塩床

千地ノ迫

大堂平

桑木原

川頭

柿木平
鯨岩

長峯

下岡

引地

満永
開

四釜

中和田
平床

上前田
丸尾 長尾谷

三月岩戸別当

浜崎

左敷川内
仙吾獄

油目

川原立道

稗ノ畑
苅股

連野

清水犬ノ尾
高野

火渡

山中川
大高野

眉獄

羽太
上揚ゲ
大迫赤水

塔ノ迫

名切田
吉野谷

壱町田
中ノ原 陰平

開平
須田ノ木

松浦ノ迫

吉田

山口

野中
　ノ迫高尾ノ平

古角 梶ノ尾

中尾
油目
谷口

中通

皆前
五反田

氷取
大手

馬場の本

田尾
二丁間

丸尾
嬉里谷

古園

定林

山口中通

山中

大迫

岡平

姥懐

山本
屏風岩

琴ノ尾

扇塚

中尾

大谷

四ノ間

長葉山

堤平
松ノ頭

榎

孫下

大越

鉈落

田ノ平
首石

長谷
大平

大越

座前

湯田ノ平

山手開田余草谷
道園

狸岩

一ノ平
岩下

横道 南田
小園

抜ノ谷

白根迫

桜平

松ノ迫
石原

葉迫

大深ケ
七葉迫

吉野迫

館ノ前
曽根

鳶ノ尾
陰平

上洗切

洗切
隠川内

片田
椿ノ尾
掛橋

眉平

角ノ迫

山田

藤ノ棟

日向目

吉崎
以良ノ迫

大曽野

珍シ川

コボシ

水の本

羽口

岳田

柳田山田

日当ノ尾嶋ノ本

池ノ迫

笠山

釜田

高田越

山添

原尾
高尾

廣狩

　下

丸尾

上　
松掘

本木

柳田

大鹿林
導高田

帯田
山口

曽根付

通力
中山

梶原

脇ノ迫
杉ノ本

城ノ平

二本木山下

獄田

山頭

大平

峠
中ノ迫

坊田

切立

柿木田

立石

崎
ノ
尾

下高田

八反田
内園

立田

松原
山下 池原
江下

的場
シラベ

井手口

干石淵松尾原
三反田

柳ノ迫
屋敷田

並吉山似田
三根

小原
西平

薬師谷

林ノ首

伴左エ門高野

源八

堂ノ本

谷頭

穴岩

蛙石

崎野

崎野

（清水島）浜の谷

姥懐

板ノ浦 池堂
出口

泙迫
鴻ノ巣

馬場頭

本堂大迫

樽津
白津

毛屋
浜開
中津

中斉藤
小迫 内斉藤

斉藤

長福寺

三反田
浦斉藤

千
地
ノ
崎
潮
井
崎

一本
松

前
田
川
内

本
火
渡

鞍
見

平
原屏

風
岩

榎
ノ
迫

毛
屋
頭

尻
無
川

二
反
田

打
越 川

添

切
通
シ

苦
木
ノ
迫

大
石
ノ
元

久
保
六
反
田
立
田

平
田
尾

暗
谷中

曽
根

下
木
場

佛
松

一
丁
田

乞
食
岩

黒
似
田

尾
崎

大
山
口

尺
郷ツ

ヅ
ラ

山
口
原

三
千
隠

笠
掛
松

梶
ノ
迫

上
高
田

中
曽
根鷹

ノ
巣

中
沢
原

上
沢
原

大
野
川
内

山
留

吉
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38
年
間
、
長
崎
県
下
の
公
立
学
校
で
地
理
や
日
本
史
を
担
当
し
た
著
者
が
、

定
年
後
F
M
ラ
ジ
オ
出
演
を
き
っ
か
け
に
、
深
く
「
長
与
の
地
名
」
を
探
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
地
名
の
最
少
単
位
で
あ
る
長
与
の
小
字
3
4
0
を
す

べ
て
調
査
し
、
専
門
の
地
理
学
を
駆
使
し
た
独
自
の
見
解
で
地
名
の
由
来
を

解
明
し
ま
し
た
。
地
名
の
も
つ
面
白
さ
と
深
さ
を
実
感
で
き
る
好
著
で
す
。

は
じ
め
に

私
な
り
の
こ
だ
わ
り

執
筆
の
き
っ
か
け

な
ぜ
地
名
、小
字
か

本
づ
く
り

第三紀層（平木場郷）

長与川と長与町役場周辺（嬉里郷）

小字「帯田」（旧地籍図）

台形石器・台形様石器
堂崎遺跡出土の旧石器

まなび野

北陽台

日当野尾バス停皆前 蛙石

男性作家特集

長
与
の
地
名

３
４
０
の
小
字

地
名
は
お
も
し
ろ
い
、奥
が
深
い
。

久
原 

巻
二 

著

長
与
の
地
名

３
４
０
の
小
字

地
名
は
お
も
し
ろ
い
、奥
が
深
い
。

久
原 

巻
二 

著

久
原 

巻
二 

著

久
原 

巻
二 

著

長
与
の
地
名

３
４
０
の
小
字

地
名
は
お
も
し
ろ
い
、奥
が
深
い
。

久
原 

巻
二 

著

学
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
歩
き

回
っ
て
調
べ
、
新
し
い
遺
跡
を
見

つ
け
る
、
石
器
を
採
集
す
る
な
ど

目
的
の
も
の
を
探
し
出
す
こ
と
が

大
好
き
で
し
た
。
日
ご
ろ
散
歩
し

て
い
て
も
た
だ
歩
く
の
で
は
な
く
、

ち
ょ
っ
と
し
た
地
形
の
傾
斜
や
段

差
、
工
事
現
場
、
崖
に
見
え
る
地

層
な
ど
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
地
名
を
調
べ
る
こ
と
に
な
っ
て

楽
し
い
毎
日
が
続
き
ま
し
た
。
今

日
は
こ
こ
に
、
明
日
は
・
・
・
と

天
候
を
心
配
し
な
が
ら
町
内
を
歩

き
回
り
ま
し
た
。
新
し
い
知
見
、

明
日
へ
の
期
待
と
充
実
し
た
日
々

で
し
た
。
と
も
か
く
実
地
に
歩
き
、

実
感
を
持
っ
た
記
載
を
し
た
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

　
4
年
ほ
ど
前
、
F
M
ラ
ジ
オ
の

番
組
企
画
で
、「
長
与
町
紹
介
コ
ー

ナ
ー
」
の
担
当
を
打
診
さ
れ
ま
し

た
。
定
年
退
職
し
て
間
も
な
く
、

長
与
町
内
を
調
べ
歩
い
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
地
形
、
中
で
も
長
与

川
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
退
職

し
て
時
間
的
に
ゆ
と
り
が
で
き
た

か
ら
か
、
見
え
る
も
の
が
か

つ
て
と
違
い
、
小
さ
な
地
形

や
地
層
に
新
し
い
気
づ
き
、

お
も
し
ろ
さ
を
覚
え
、
極
め

て
意
欲
的
に
歩
い
て
い
ま
し

た
。

　
た
だ
、
ラ
ジ
オ
で
地
形
を

語
る
の
は
難
し
い
の
で
、
考
え
た

末
、「
小
字
地
名
」
を
テ
ー
マ
と

し
ま
し
た
。
地
名
を
深
く
調
査
研

究
も
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で

や
や
苦
労
し
ま
し
た
が
、
小
字
の

分
類
、
分
布
や
由
来
な
ど
を
内
容

と
し
ま
し
た
。

　
放
送
は
1
年
弱
で
終
え
た
も
の

の
、
不
十
分
な
ま
ま
で
担
当
し
た

こ
と
が
悔
や
ま
れ
、
以
降
地
名
を

徹
底
し
て
調
べ
て
み
よ
う
と
決
意

し
ま
し
た
。
何
よ
り
地
名
の
お
も

し
ろ
さ
、
奥
深
さ
に
惹
か
れ
た
か

ら
で
も
あ
り
ま
す
。
歩
く
調
べ
る

目
的
が
、
地
形
か
ら
地
名
に
変
わ

り
ま
し
た
。

◆
地
名
の
意
義

　
地
名
に
は
、
そ
の
地
の
自
然
と

歴
史
が
凝
縮
し
て
い
ま
す
。
地
形

や
田
畑
な
ど
そ
の
地
の
自
然
環
境

や
開
発
な
ど
の
特
色
か
ら
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
歴
史
が
古
く
、
住
民

の
関
わ
り
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど

地
名
は
細
か
く
な
り
ま
す
。
そ
の

地
を
適
切
に
表
さ
な
く
な
っ
た
ら

そ
の
地
名
は
使
わ
れ
な
く
な
り
、

新
し
い
地
名
が
つ
け
ら
れ
ま
す
。

今
あ
る
地
名
は
使
わ
れ
続
け
た
か

ら
残
っ
て
お
り
、
そ
の
地
の
貴
重

な
文
化
遺
産
で
も
あ
り
ま
す
。

◆
小
字
は
最
小
単
位

　
小
字
は
細
か
な
範
囲
の
田
畑
の

ま
と
ま
り
や
地
形
な
ど
に
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。
長
与
町
内
に
は

3
4
0
、
長
崎
県
内
に
は
4
万
を

超
す
小
字
が
あ
り
ま
す
。
ほ
ぼ
全

国
共
通
に
付
け
ら
れ
た
公
的
地
名

の
最
小
単
位
で
も
あ
り
ま
す
。

◆
細
か
に
反
映

　
最
小
単
位
で
あ
る
こ
と
は
、
そ

の
土
地
の
こ
と
を
細
か
く
、
あ
る

い
は
生
活
に
密
着
し
て
つ
け
ら
れ

た
地
名
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
最

も
そ
の
地
に
結
び
つ
き
が
強
く
、

そ
の
地
の
特
色
を
絶
妙
に
反
映
し

て
い
る
の
が
小
字
で
す
。

◆
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
小
字

　
そ
の
小
字
（
字
）
が
現
在
の
生

活
に
は
必
ず
し
も
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
今
、
自
分
が
住
ん
で

い
る
所
の
小
字
が
何
か
知
ら
な
い

こ
の
地
名

読
め
ま
す
か
？

小
字

氷
取
、
日
当
ノ
尾
、
泙
迫
、

蛙
石
、
姥
懐
、
鉈
落
、
川
原
、

三
月
岩
、
本
堂
、
皆
前

答
え
は
、こ
の
本
の
中
で
！！

地
名
の
由
来
を
す
べ
て
解
説

人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
新
し
い
地
名
表
示
（
〜
丁
目

な
ど
）
が
さ
れ
た
り
、
団
地
が
造

成
さ
れ
た
り
し
て
小
字
が
無
く

な
っ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　
長
与
町
内
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
自
費
出
版
サ
ロ
ン
ゆ
る
り
に
担

当
し
て
い
た
だ
い
て
、
本
づ
く
り

も
一
層
楽
し
い
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
の
こ
と
ば
で
書
く
、地
図
、

写
真
や
統
計
も
自
分
で
用
意
す
る
。

当
然
拙
い
も
の
ば
か
り
で
す
が
仕

上
げ
た
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
、
地
理
や
地
名
だ

け
で
な
く
も
っ
と
長
与
の
よ
さ
を
、

地
域
の
特
色
を
紹
介
で
き
る
よ
う

な
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
学
び
を
創
る
、
学
び
加
え
が
目

標
で
す
。
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自
分
の
住
ん
で
い
る
町
を
誇
り

に
思
う
こ
と
が
で
き
る
、
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。

　
長
与
の
よ
さ
と
特
色
、
地
名
の

お
も
し
ろ
さ
と
奥
深
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
か
ら
ま

と
め
た
本
書
で
す
。

　
長
与
を
く
ま
な
く
歩
き
調
べ
、

地
名
、
特
に
小
字
に
焦
点
を
当
て

て
著
し
ま
し
た
。

◆
調
査
は
楽
し
い

　
私
は
高
校
生
の
こ
ろ
か
ら
考
古

【本書の主な内容】
　長与を、主に地理的な視点から記載した地誌

書ということができます。長与町の全体的な特色、

郷（大字）ごとの特色とその小字について記述し

ています。地形や土地利用、地物、歴史などを説

明し、やや大胆に地名の由来も考察してみました。

　主な項目は、

　・地名とは　地名の意義、小字の特色

　・長与町の地理・歴史概観

　・長与の九つの郷（大字）と340の小字の特色

　・小字の分析（主な小字と分布）●判型：B5判　●頁数：１１４頁
●定価：1,200円＋税
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の
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傾
斜
や
段

差
、
工
事
現
場
、
崖
に
見
え
る
地

層
な
ど
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
地
名
を
調
べ
る
こ
と
に
な
っ
て

楽
し
い
毎
日
が
続
き
ま
し
た
。
今

日
は
こ
こ
に
、
明
日
は
・
・
・
と

天
候
を
心
配
し
な
が
ら
町
内
を
歩

き
回
り
ま
し
た
。
新
し
い
知
見
、

明
日
へ
の
期
待
と
充
実
し
た
日
々

で
し
た
。
と
も
か
く
実
地
に
歩
き
、

実
感
を
持
っ
た
記
載
を
し
た
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

　
4
年
ほ
ど
前
、
F
M
ラ
ジ
オ
の

番
組
企
画
で
、「
長
与
町
紹
介
コ
ー

ナ
ー
」
の
担
当
を
打
診
さ
れ
ま
し

た
。
定
年
退
職
し
て
間
も
な
く
、

長
与
町
内
を
調
べ
歩
い
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
地
形
、
中
で
も
長
与

川
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
退
職

し
て
時
間
的
に
ゆ
と
り
が
で
き
た

か
ら
か
、
見
え
る
も
の
が
か

つ
て
と
違
い
、
小
さ
な
地
形

や
地
層
に
新
し
い
気
づ
き
、

お
も
し
ろ
さ
を
覚
え
、
極
め

て
意
欲
的
に
歩
い
て
い
ま
し

た
。

　
た
だ
、
ラ
ジ
オ
で
地
形
を

語
る
の
は
難
し
い
の
で
、
考
え
た

末
、「
小
字
地
名
」
を
テ
ー
マ
と

し
ま
し
た
。
地
名
を
深
く
調
査
研

究
も
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で

や
や
苦
労
し
ま
し
た
が
、
小
字
の

分
類
、
分
布
や
由
来
な
ど
を
内
容

と
し
ま
し
た
。

　
放
送
は
1
年
弱
で
終
え
た
も
の

の
、
不
十
分
な
ま
ま
で
担
当
し
た

こ
と
が
悔
や
ま
れ
、
以
降
地
名
を

徹
底
し
て
調
べ
て
み
よ
う
と
決
意

し
ま
し
た
。
何
よ
り
地
名
の
お
も

し
ろ
さ
、
奥
深
さ
に
惹
か
れ
た
か

ら
で
も
あ
り
ま
す
。
歩
く
調
べ
る

目
的
が
、
地
形
か
ら
地
名
に
変
わ

り
ま
し
た
。

◆
地
名
の
意
義

　
地
名
に
は
、
そ
の
地
の
自
然
と

歴
史
が
凝
縮
し
て
い
ま
す
。
地
形

や
田
畑
な
ど
そ
の
地
の
自
然
環
境

や
開
発
な
ど
の
特
色
か
ら
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
歴
史
が
古
く
、
住
民

の
関
わ
り
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど

地
名
は
細
か
く
な
り
ま
す
。
そ
の

地
を
適
切
に
表
さ
な
く
な
っ
た
ら

そ
の
地
名
は
使
わ
れ
な
く
な
り
、

新
し
い
地
名
が
つ
け
ら
れ
ま
す
。

今
あ
る
地
名
は
使
わ
れ
続
け
た
か

ら
残
っ
て
お
り
、
そ
の
地
の
貴
重

な
文
化
遺
産
で
も
あ
り
ま
す
。

◆
小
字
は
最
小
単
位

　
小
字
は
細
か
な
範
囲
の
田
畑
の

ま
と
ま
り
や
地
形
な
ど
に
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。
長
与
町
内
に
は

3
4
0
、
長
崎
県
内
に
は
4
万
を

超
す
小
字
が
あ
り
ま
す
。
ほ
ぼ
全

国
共
通
に
付
け
ら
れ
た
公
的
地
名

の
最
小
単
位
で
も
あ
り
ま
す
。

◆
細
か
に
反
映

　
最
小
単
位
で
あ
る
こ
と
は
、
そ

の
土
地
の
こ
と
を
細
か
く
、
あ
る

い
は
生
活
に
密
着
し
て
つ
け
ら
れ

た
地
名
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
最

も
そ
の
地
に
結
び
つ
き
が
強
く
、

そ
の
地
の
特
色
を
絶
妙
に
反
映
し

て
い
る
の
が
小
字
で
す
。

◆
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
小
字

　
そ
の
小
字
（
字
）
が
現
在
の
生

活
に
は
必
ず
し
も
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
今
、
自
分
が
住
ん
で

い
る
所
の
小
字
が
何
か
知
ら
な
い

こ
の
地
名

読
め
ま
す
か
？

小
字

氷
取
、
日
当
ノ
尾
、
泙
迫
、

蛙
石
、
姥
懐
、
鉈
落
、
川
原
、

三
月
岩
、
本
堂
、
皆
前

答
え
は
、こ
の
本
の
中
で
！！

地
名
の
由
来
を
す
べ
て
解
説

人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
新
し
い
地
名
表
示
（
〜
丁
目

な
ど
）
が
さ
れ
た
り
、
団
地
が
造

成
さ
れ
た
り
し
て
小
字
が
無
く

な
っ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　
長
与
町
内
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
自
費
出
版
サ
ロ
ン
ゆ
る
り
に
担

当
し
て
い
た
だ
い
て
、
本
づ
く
り

も
一
層
楽
し
い
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
の
こ
と
ば
で
書
く
、地
図
、

写
真
や
統
計
も
自
分
で
用
意
す
る
。

当
然
拙
い
も
の
ば
か
り
で
す
が
仕

上
げ
た
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
、
地
理
や
地
名
だ

け
で
な
く
も
っ
と
長
与
の
よ
さ
を
、

地
域
の
特
色
を
紹
介
で
き
る
よ
う

な
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
学
び
を
創
る
、
学
び
加
え
が
目

標
で
す
。
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村
永
有
留
生
さ
ん
は
鹿
児
島
生
ま

れ
。
日
本
画
家
村
永
定て
い

観か
ん

の
長
男
と

し
て
生
ま
れ
、
東
京
の
美
術
大
学
で

は
加
山
又
造
に
師
事
、
卒
業
後
は
千

葉
県
の
高
校
で
美
術
教
師
の
傍
ら
創

作
を
続
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
教
職

を
辞
し
、五
十
歳
の
時
に
大
好
き
だ
っ

た
長
崎
に
夫
妻
で
移
り
住
み
ま
し
た
。

そ
れ
は
「
ひ
と
つ
に
は
絵
の
中
に
出

て
く
る
南な
ん

蠻ば
ん

人び
と

た
ち
に
長
崎
の
空
気

を
吸
わ
せ
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
」

（
妻
の
洋
子
さ
ん
談
）。

　

有
留
生
さ
ん
は
移
住
前
か
ら
長
崎

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を
描
い
て

い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
彩

ら
れ
混
沌
と
し
た
雰
囲
気
を
醸
し
出

す
長
崎
の
風
土
が
、
縦
横
無
尽
に
疾

走
す
る
画
家
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
加
速
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。
諏
訪

神
社
の
裏
手
の
斜
面
に
ア
ト
リ
エ
を

構
え
、
画
業
に
専
念
し
な
が
ら
長
崎

で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

当
初
日
展
に
所
属
し
た
も
の
の
生
涯

無
所
属
、
自
由
な
創
作
環
境
の
中
で

時
空
の
中
に
、
確
固
と
し
た
現
実
の

根
底
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
明
暗
の

深
度
の
ス
ケ
ー
ル
の
幅
。
色
彩
の
奥

行
き
。
モ
チ
ー
フ
の
多
彩
さ
。
日
本

画
の
マ
チ
エ
ー
ル
を
軸
に
し
な
が
ら
、

洋
画
の
発
想
を
導
入
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
画
像
。
こ
れ
ら
を
総
括
、
凝
縮
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
永
有
留
生
の

比
類
な
い
ス
タ
イ
ル
を
構
築
し
て
い

る
。」

　

本
書
に
は
一
二
〇
点
ほ
ど
の
作
品

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
も

溢
れ
る
詩
情
と
確
か
な
画
力
に
圧
倒

さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
末
に
発
刊
さ
れ
た
、
日
本
画

家
石い
し
お
ど
り踊
紘
一
さ
ん
と
一
緒
に
旅
し

た
イ
ン
ド
の
印
象
を
描
い
た
『
印
度

ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ン
紀
行
』
も
珠
玉
の

小
画
集
で
す
。
こ
の
イ
ン
ド
旅
行
は

画
家
に
と
っ
て
エ
ポ
ッ
ク
と
な
る
体

験
の
連
続
で
し
た
。
し
か
し
帰
国
後
、

有
留
生
さ
ん
は
体
調
を
崩
し
、
平
成

二
十
四
年
、
六
十
五
歳
で
帰
ら
ぬ
人

と
な
り
ま
し
た
。

時
空
を
わ
た
る
櫻
風

村
永
有
留
生
作
品
集

　

例
年
な
ら
ば
春
爛
漫
の
桜
花
の
頃
、
千
葉
県
の
佐
倉
市
立

美
術
館
で
村
永
有あ

留る

生を

展
「
時
空
を
わ
た
る
櫻
風
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
桜
は
足
早
で
会
期
に
は
す
っ
か
り
葉

桜
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
会
場
で
は
櫻
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ

め
多
く
の
作
品
が
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
回
顧
展
を
記
念
し
て
作
品
集
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

お問い合せ先：えぬ編集室／電話：095-825-8242　メール：nediter@mocha.ocn.ne.jp

膨
大
な
作
品
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
俊
葊
さ
ん
（
詩
人
・
活
水
女

子
大
学
教
授
）
の
寄
稿
文
の
一
節
に
、

次
の
よ
う
な
作
品
評
が
あ
り
ま
す
。

　
「
神
秘
的
で
宇
宙
的
で
躍
動
的
な

●
判
型
／
Ａ
４
変
型　

●
頁
数
／
１
３
２
頁

●
製
本
／
無
線
綴
カ
バ
ー
付
・
折
込
み

●
定
価
／
本
体
２
５
０
０
円
＋
税

●
判
型
／
Ｂ
６
判　

●
頁
数
／
６０
頁

●
製
本
／
中
綴

●
定
価
／
本
体
１
０
０
０
円
＋
税

月
を
盗
む
（
１
０
０
×
６
０
㎝
・
２
隻
）

ゆ
め
う
つ
つ
（
３
０
×
２
５
㎝
）

夜
想
曲
（
２
７
×
２
４
㎝
）

イ
ス
ラ
ム
国
夜
景
（
２
５
×
４
１
㎝
）

花走月走花止月止（60 × 91㎝）

■
■
■
■

判型：127×188㎜
頁数：256頁
製本：糸綴じ製本
定価：2,160円（税込）

天
瀬

　裕
康

あ
す
な
ろ
叢
書

　第
90
編

男性作家特集

■ 

著
者
略
歴

天
瀬
裕
康
（
あ
ま
せ
　
ひ
ろ
や
す
）

本
名
：
渡
辺
　
晋
（
わ
た
な
べ
　
す
す
む
）

昭
和
6
年

・
広
島
県
呉
市
に
生
ま
れ
る

・
岡
山
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
卒
（
医
学
博

士
）

・
本
名
で
は
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
日
本

支
部
理
事

・
『
半
世
紀
後
の
反
核
戦
争
』
（
１
９
９
８
年
、

㈲
創
元
社
）
な
ど

昭
和
63
年
よ
り
筆
名
の
天
瀬
裕
康
を
常
用

・
『
異
臭
の
六
日
間
』
（
２
０
１
６
年
、
近
代

文
藝
社
）
ほ
か
著
書
多
数

平
成
24
年

・
あ
す
な
ろ
入
会

現
在

・
日
本
文
藝
家
協
会
、
日
本
S
F
作
家
ク
ラ
ブ
、

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
、
西
広
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
、
漢

詩
「
楓
雅
之
朋
の
会
」
各
会
員
、
短
詩
型
S
F

の
会
代
表

　
被
爆
六
十
年

敵
機
去
り
警
報
解
除
さ
れ
し
あ
と

突
如
出
現
　皮
膚
は
げ
た
世
界

あ
の
時
刻
を
思
い
出
す
た
び
拒
否

反
応
わ
れ
十
四
歳
３
号
被
爆
者

　
熊
本
誦
詠

山
麓
は
優
し
か
り
し
が
火
口
で
は

地
球
内
部
が
ち
ら
つ
く
阿
蘇
山

啓
蟄
や
け
も
の
も
里
を
走
り
け
り

魑
魅
魍
魎
も
動
き
そ
む
る
か

　
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

大
分
の
姫
島
に
海
越
え
來
た
る
浅

黄
斑
よ
宇
宙
蝶
ら
し

嫋
や
か
に
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
長
き

旅
　野
越
え
海
越
え
銀
河
の
果
に

　
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

ヒ
ロ
シ
マ
は
ウ
ラ
ン
爆
弾
ナ
ガ
サ

キ
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
弾
い
ず
れ
も

悪
魔

冥
府
の
王
ひ
そ
み
し
闇
に
う
ご
め
く

や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
消
失
お
そ
し

流
れ
星
い
く
に
ん
の
友
過
ぎ
逝
き

し
夜
間
飛
行
の
灯
も
渡
る
空

　
心
と
行
事

迷
い
去
ら
ず
其
れ
も
可
な
り
や
娑

婆
な
れ
ば
解
脱
な
き
ま
ま
此
の
世

か
ら
去
る

坐
禅
組
み
世
界
は
白
く
消
え
行
け

ど
黒
点
一
つ
残
り
て
去
ら
ず

　
古
生
物

子
供
ら
は
み
な
恐
竜
が
好
き
と
云

う
イ
グ
ア
ノ
ド
ン
と
名
前
憶
え
て

生
き
た
化
石
・
山
椒
魚
の
棲
む
渓
流
、

地
質
時
代
の
過
去
へ
行
き
た
し

　
福
島
原
発
事
故

あ
の
社
こ
そ
被
害
者
な
ら
ず
加
害
者

ぞ
裁
判
を
し
て
重
罪
を
課
す
べ
し

　
美
術
と
は

モ
ン
ド
リ
ア
ン
最
初
の
抽
象
画
家
な

ら
ん
生
ま
れ
は
何
処
遠
き
星
か
も

　
身
辺
要
録

小
雪
舞
う
隅
に
ひ
っ
そ
り
青
い
花

手
折
り
帰
り
て
妻
に
手
渡
す

　
核
戦
争
防
止
へ

被
爆
医
の
証
言
無
用
と
云
う
者
あ

り
彼
ら
こ
そ
知
れ
被
爆
死
の
惨

在
り
し
日
の
夢
か
う
つ
つ
か
星
の
か

な
た
少
女
が
浮
か
び
少
年
を
招
く

　
諸
世
紀

猿
人
の
古
き
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
武

器
な
き
世
と
す
る
術
な
き
も
の
か

こ
れ
は
最
早
い
く
さ
に
あ
ら
ず
皆

殺
し
八
月
六
日
八
月
九
日

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
支
配
さ
れ
ゆ
く
こ

の
星
に
人
の
未
来
は
僅
か
の
如
し

天
馬
往
く
地
球
駆
け
抜
け
寒
月
に

馬
の
首
星
雲
へ
と
飛
翔
続
け
り

　
戦
後
七
十
年

ユ
ネ
ス
コ
に
南
京
虐
殺
は
不
当
ゆ

え
拠
出
金
止
め
と
政
府
力
み
ぬ

　
天
の
語
り

土
星
か
も
衛
星
の
一
つ
エ
ン
ケ
ラ

ド
ス
水
に
覆
わ
れ
棲
む
希
望
わ
く

　
熊
本
地
震

火
の
国
の
活
断
層
を
震
源
に
二
度

の
激
震
は
じ
め
て
の
観
測

　
星
新
一

う
そ
寒
や
青
山
霊
園
な
か
ほ
ど
へ

星
新
一
の
墓
所
に
詣
づ

　
遠
近
偶
成

命
ひ
と
つ
己
も
他
者
も
死
ぬ
な
か

れ
多
発
テ
ロ
無
用
ノ
ー
モ
ア
自
爆

放
送
を
始
め
て
す
で
に
五
十
年
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
は
少
年
の
夢

　
戦
争
反
対

私
家
版
で
「
反
核
戦
争
」
上
梓
せ

り
医
師
の
立
場
の
結
論
な
り
き

流
れ
往
く
時
の
一
瞬
　こ
の
今
や

戦
争
止
め
よ
　孫
ら
の
た
め
に

と
　き

わ
ず

い
ず
こ
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天
瀬

　裕
康

あ
す
な
ろ
叢
書

　第
90
編

男性作家特集

■ 

著
者
略
歴

天
瀬
裕
康
（
あ
ま
せ
　
ひ
ろ
や
す
）

本
名
：
渡
辺
　
晋
（
わ
た
な
べ
　
す
す
む
）

昭
和
6
年

・
広
島
県
呉
市
に
生
ま
れ
る

・
岡
山
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
卒
（
医
学
博

士
）

・
本
名
で
は
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
日
本

支
部
理
事

・
『
半
世
紀
後
の
反
核
戦
争
』
（
１
９
９
８
年
、

㈲
創
元
社
）
な
ど

昭
和
63
年
よ
り
筆
名
の
天
瀬
裕
康
を
常
用

・
『
異
臭
の
六
日
間
』
（
２
０
１
６
年
、
近
代

文
藝
社
）
ほ
か
著
書
多
数

平
成
24
年

・
あ
す
な
ろ
入
会

現
在

・
日
本
文
藝
家
協
会
、
日
本
S
F
作
家
ク
ラ
ブ
、

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
、
西
広
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
、
漢

詩
「
楓
雅
之
朋
の
会
」
各
会
員
、
短
詩
型
S
F

の
会
代
表

　
被
爆
六
十
年

敵
機
去
り
警
報
解
除
さ
れ
し
あ
と

突
如
出
現
　皮
膚
は
げ
た
世
界

あ
の
時
刻
を
思
い
出
す
た
び
拒
否

反
応
わ
れ
十
四
歳
３
号
被
爆
者

　
熊
本
誦
詠

山
麓
は
優
し
か
り
し
が
火
口
で
は

地
球
内
部
が
ち
ら
つ
く
阿
蘇
山

啓
蟄
や
け
も
の
も
里
を
走
り
け
り

魑
魅
魍
魎
も
動
き
そ
む
る
か

　
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

大
分
の
姫
島
に
海
越
え
來
た
る
浅

黄
斑
よ
宇
宙
蝶
ら
し

嫋
や
か
に
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
長
き

旅
　野
越
え
海
越
え
銀
河
の
果
に

　
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

ヒ
ロ
シ
マ
は
ウ
ラ
ン
爆
弾
ナ
ガ
サ

キ
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
弾
い
ず
れ
も

悪
魔

冥
府
の
王
ひ
そ
み
し
闇
に
う
ご
め
く

や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
消
失
お
そ
し

流
れ
星
い
く
に
ん
の
友
過
ぎ
逝
き

し
夜
間
飛
行
の
灯
も
渡
る
空

　
心
と
行
事

迷
い
去
ら
ず
其
れ
も
可
な
り
や
娑

婆
な
れ
ば
解
脱
な
き
ま
ま
此
の
世

か
ら
去
る

坐
禅
組
み
世
界
は
白
く
消
え
行
け

ど
黒
点
一
つ
残
り
て
去
ら
ず

　
古
生
物

子
供
ら
は
み
な
恐
竜
が
好
き
と
云

う
イ
グ
ア
ノ
ド
ン
と
名
前
憶
え
て

生
き
た
化
石
・
山
椒
魚
の
棲
む
渓
流
、

地
質
時
代
の
過
去
へ
行
き
た
し

　
福
島
原
発
事
故

あ
の
社
こ
そ
被
害
者
な
ら
ず
加
害
者

ぞ
裁
判
を
し
て
重
罪
を
課
す
べ
し

　
美
術
と
は

モ
ン
ド
リ
ア
ン
最
初
の
抽
象
画
家
な

ら
ん
生
ま
れ
は
何
処
遠
き
星
か
も

　
身
辺
要
録

小
雪
舞
う
隅
に
ひ
っ
そ
り
青
い
花

手
折
り
帰
り
て
妻
に
手
渡
す

　
核
戦
争
防
止
へ

被
爆
医
の
証
言
無
用
と
云
う
者
あ

り
彼
ら
こ
そ
知
れ
被
爆
死
の
惨

在
り
し
日
の
夢
か
う
つ
つ
か
星
の
か

な
た
少
女
が
浮
か
び
少
年
を
招
く

　
諸
世
紀

猿
人
の
古
き
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
武

器
な
き
世
と
す
る
術
な
き
も
の
か

こ
れ
は
最
早
い
く
さ
に
あ
ら
ず
皆

殺
し
八
月
六
日
八
月
九
日

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
支
配
さ
れ
ゆ
く
こ

の
星
に
人
の
未
来
は
僅
か
の
如
し

天
馬
往
く
地
球
駆
け
抜
け
寒
月
に

馬
の
首
星
雲
へ
と
飛
翔
続
け
り

　
戦
後
七
十
年

ユ
ネ
ス
コ
に
南
京
虐
殺
は
不
当
ゆ

え
拠
出
金
止
め
と
政
府
力
み
ぬ

　
天
の
語
り

土
星
か
も
衛
星
の
一
つ
エ
ン
ケ
ラ

ド
ス
水
に
覆
わ
れ
棲
む
希
望
わ
く

　
熊
本
地
震

火
の
国
の
活
断
層
を
震
源
に
二
度

の
激
震
は
じ
め
て
の
観
測

　
星
新
一

う
そ
寒
や
青
山
霊
園
な
か
ほ
ど
へ

星
新
一
の
墓
所
に
詣
づ

　
遠
近
偶
成

命
ひ
と
つ
己
も
他
者
も
死
ぬ
な
か

れ
多
発
テ
ロ
無
用
ノ
ー
モ
ア
自
爆

放
送
を
始
め
て
す
で
に
五
十
年
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
は
少
年
の
夢

　
戦
争
反
対

私
家
版
で
「
反
核
戦
争
」
上
梓
せ

り
医
師
の
立
場
の
結
論
な
り
き

流
れ
往
く
時
の
一
瞬
　こ
の
今
や

戦
争
止
め
よ
　孫
ら
の
た
め
に

と
　き

わ
ず

い
ず
こ
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赤
字
を
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
か
ら
は
心
を
入
れ
替
え
て
経
営

の
猛
勉
強
を
し
ま
し
た
。
優
秀
な
経

営
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
仲
間

の
支
え
に
も
助
け
ら
れ
、
業
績
は
Ｖ

字
回
復
。
ア
イ
フ
ル
ホ
ー
ム
か
ら

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ー
ム
」
に
移
籍

以
降
は
最
高
年
商
28
億
円
を
超
え
、

店
舗
数
は
最
大
16
店
舗
、
社
員
数
は

一
〇
〇
人
を
超
え
た
時
代
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
さ
か
そ
れ
か
ら
十
年
後
に

倒
産
の
危
機
が
訪
れ
よ
う
と
は
夢
に

も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
の
人
生
は
山
あ
り
谷
あ
り
、
頂

上
が
見
え
た
と
思
っ
た
途
端
、
あ
っ

と
い
う
間
に
急
坂
を
く
だ
り
始
め
、

そ
し
て
ま
た
浮
上
す
る
。
た
と
え
る

な
ら
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う

な
も
の
で
す
が
、
た
だ
私
は
ど
ん
な

経
験
を
し
て
も
笑
顔
で
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
周
り

に
い
る
す
べ
て
の
人
に
も
笑
顔
で
い

て
欲
し
い
の
で
す
。
大
ら
か
な
時
間

が
流
れ
て
い
た
子
ど
も
の
頃
の
黒
島

で
の
暮
ら
し
、
厳
し
い
大
工
の
修
業

時
代
、
そ
し
て
経
営
者
と
な
り
苦
楽

を
味
わ
う
中
で
、
い
つ
し
か
私
の
心

に
は
、
人
を
恨
ま
ず
、
思
い
や
る
態

度
で
向
き
合
う
気
持
ち
が
少
し
ず
つ

芽
生
え
て
い

き
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
は
、

経
営
者
と
し

て
、
ま
た
何

よ
り
人
間
と

し
て
正
直
に

の
社
名
を
掲

げ
て
、
手
始

め
に
兄
弟
や

親
戚
の
家
を

造
り
な
が
ら

腕
を
磨
き
ま

し
た
。
独
立

し
た
当
初
は

仲
間
と
協
力

し
て
、
「
ハ

ウ
ス
キ
ー

パ
ー
」
と
い

う
名
称
で
リ

フ
ォ
ー
ム
専
門
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
頃

か
ら
常
に
大
事
に
し
て
い
た
信
念
は

「
喜
ん
で
も
ら
え
る
家
づ
く
り
」
と

い
う
お
客
様
へ
の
思
い
で
し
た
。
若

い
頃
は
技
術
を
高
め
る
こ
と
で
そ
の

思
い
を
形
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
じ
大
工
で
も
仕
事
の
仕
方
や
歩

む
方
向
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
私
は

技
術
面
だ
け
で
は
な
く
そ
の
後
経
営

面
に
お
い
て
も
興
味
を
持
っ
て
取
り

組
み
ま
し
た
。
転
機
と
な
っ
た
の
は

昭
和
63
年
、「
ア
イ
フ
ル
ホ
ー
ム
」

の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
に
加
盟

し
会
社
を
法
人
化
し
た
頃
で

す
。
こ
の
頃
か
ら
社
長
の
立

場
で
、
経
営
に
専
念
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
上
り

調
子
の
売
り
上
げ
と
反
比
例

す
る
よ
う
に
四
年
目
で
最
初

の
挫
折
を
経
験
し
ま
し
た
。

経
営
に
つ
い
て
知
識
が
乏
し

か
っ
た
た
め
に
、
最
初
の
大

生
き
る
と
い
う
美
学
、
美
徳
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
六
十
代
半
ば
を
過
ぎ
、
家
づ
く
り

の
道
を
歩
ん
で
五
十
年
を
迎
え
た
今
、

私
は
ま
だ
ま
だ
現
役
の
経
営
者
と
し

て
長
く
会
社
を
存
続
さ
せ
、
良
い
形

で
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
し
た
い

と
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
年

齢
的
に
言
え
ば
そ
う
遠
く
な
い
未
来

に
「
引
退
」
の
二
文
字
が
見
え
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
す
か
ら
、
こ
の
あ

た
り
で
少
し
だ
け
、
い
ま
ま
で
の
経

験
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
か
と
思
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
お
話
し
す
る
私
の
さ
さ

や
か
な
思
い
出
話
が
、
現
在
、
仕
事

や
人
生
で
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る

方
々
に
と
っ
て
一
筋
の
希
望
を
見
出

す
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
お
客
様
に
は
こ
れ
ま
で
の
私
の

家
づ
く
り
へ
の
思
い
が
伝
わ
れ
ば
嬉

し
い
限
り
で
す
。（
序
文
よ
り
）

家
づ
く
り
50
年
回
想
録

グ
ッ
ド
な
ホ
ー
ム
の

岡
　修
一 

著

注
文
住
宅
を
手
が
け
る
グ
ッ
ド
ホ
ー
ム

（
長
崎
市
）
の
岡
修
一
社
長
が
、
こ
れ
ま

で
の
人
生
の
様
々
な
体
験
を
回
想
録
と
し

て
出
版
し
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
の
中
で
、

約
３
千
棟
の
家
づ
く
り
を
手
掛
け
た
半
世

紀
を
振
り
返
り
ま
す
。
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私
は
軍
港
の
街
と
し
て
栄
え
、
米

軍
人
が
行
き
交
う
佐
世
保
で
生
ま
れ

育
ち
ま
し
た
。

　
私
の
父
は
基
地
の
近
く
で
『
軍
港

羊
羹
』
と
い
う
名
の
羊
羹
や
饅
頭
を

作
り
、
菓
子
屋
を
営
ん
で
お
り
ま
し

た
。
私
は
男
ば
か
り
四
人
兄
弟
の
末

子
と
し
て
生
を
受
け
ま
し
た
。
父
は

幼
い
こ
ろ
か
ら
私
た
ち
兄
弟
に
「
商

売
人
に
な
れ
！
」
と
口
癖
の
よ
う
に

言
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
学
生
時
代
に
白
黒
テ
レ
ビ
か
ら
流

れ
て
き
た
の
は
、
力
道
山
が
活
躍
す

る
プ
ロ
レ
ス
中
継
で
し
た
。
当
時

『
三
菱
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ア
ワ
ー
』
の

時
間
に
プ
ロ
レ
ス
中
継
が
放
映
さ
れ
、

番
組
の
イ
ン
ト
ロ
で
銀
座
三
愛
ビ
ル
屋

上
の
ネ
オ
ン
広
告
塔
が
流
れ
て
い
ま
し

た
。
何
回
も
そ
れ
を
見
て
い
る
内
に
、

私
は
東
京
へ
行
っ
て
み
た
い
な
あ
と

思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
を
控
え
た
頃
、
父
が
お

世
話
に
な
っ
た
方
で
菓
子
の
製
造
と

卸
業
を
経
営
し
て
い
る
方
か
ら
、
東

京
へ
来
な
い
か
と
誘
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
東
京
へ
行
き
た
い
一
心
で
職
業

の
こ
と
は
何
も
考
え
ず
、
卒
業
と
と

も
に
上
京
し
ま
し
た
。

　
二
年
ほ
ど
過
ぎ
た
頃
で
し
た
が
、

夜
の
銀
座
で
見
上
げ
た
ネ
オ
ン
サ
イ

ン
の
点
滅
に
魅
了
さ
れ
、
そ
の
仕
組

み
を
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
次
男

が
看
板
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
も
あ

り
、
私
は
ネ
オ
ン
看
板
の
仕
事
を
し

よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
普
通
の
看
板

業
よ
り
付
加
価
値
が
高
い
と
も
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
早
速
都
内
Ｙ
社

へ
就
職
し
広
告
業
界
へ
入
り
ま
し
た
。

昼
は
看
板
の
仕
事
を
し
な
が
ら
夜
は

デ
ザ
イ
ン
学
校
で
基
礎
を
学
ぶ
と
い

う
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ネ
オ
ン
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
私
は
次
に
業
界
で
老
舗
の
Ｏ

社
に
就
職
で
き
ま
し
た
。
当
時
、
福

岡
に
九
州
出
張
所
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
福
岡
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し

た
。
商
業
高
校
出
身
で
あ
っ
た
私
は

電
気
の
知
識
が
全
く
な
く
初
歩
か
ら

の
勉
強
で
し
た
。
昼
間
は
仕
事
を
し

な
が
ら
夜
は
専
門
誌
を
買
っ
て
筆

記
・
実
務
と
猛
勉
強
し
て
、
半
年
で

電
気
工
事
士
の
資
格
を
取
り
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
一
年
二
十
六
歳
で
結
婚

し
、
半
年
後
に
独
立
致
し
ま
し
た
。

さ
さ
や
か
な
夢
を
持
っ
て
の
出
発
で

し
た
が
、
当
時
は
第
一
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
早
め
の
ネ
オ
ン

サ
イ
ン
の
消
灯
が
推
進
さ
れ
て
い
た

時
代
で
し
た
。
今
思
え
ば
大
変
な
時

に
独
立
し
た
も
の
だ
な
あ
と
思
い
ま

す
。
食
う
や
食
わ
ず
の
時
代
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
今
の
自
分
た
ち
夫
婦
が

あ
り
、
会
社
が
あ
る
の
だ
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
父
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
の
中
に

「
有
り
難
い
と
い
う
字
は
困
難
が
あ

る
か
ら
有
り
難
い
と
書
く
。
苦
し
い

か
ら
人
の
苦
し
み
・
悩
み
を
理
解
す

る
こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
当
時
の
境
遇
に
感

謝
の
念
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　（
日
本
サ
イ
ン
協
会 

会
報
ネ
オ
ス 

平
成

二
十
三
年
）
抜
粋
。

 

平
成
元
年
に
本
社
工
場
を
市
内
指

方
町
へ
新
築
移
転
し
て
か
ら
、
早
く

も
昨
年
７
月
に
は
創
業
四
十
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
長
崎
市
三
原
町
に
構
え
て
い
た
本

社
社
屋
の
売
却
が
決
ま
り
、
現
在
の

長
崎
市
岡
町
に
「
グ
ッ
ド
ホ
ー
ム
株

式
会
社
」
の
拠
点
を
移
し
た
の
は
平

成
23
年
の
こ
と
で
す
。
そ
の
と
き
私

は
40
年
近
い
経
営
者
人
生
の
中
で
、

最
も
過
酷
な
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
最
大
の
ピ
ン
チ
を
前
に
し

て
眠
れ
な
い
日
々
が
続
き
、
資
金
繰

り
も
私
自
身
の
忍
耐
も
そ
ろ
そ
ろ
限

界
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
追
い
つ
め

ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
後
幸
運

に
も
現
在
の
業
績
に
ま
で
至
る
の
で

す
が
、
も
し
も
こ
の
時
す
べ
て
を
諦

め
て
し
ま
っ
て
い
た
ら
…
。

　
そ
も
そ
も
私
が
経
営
者
の
道
に
進

ん
だ
き
っ
か
け
は
、
中
学
校
を
卒
業

し
た
昭
和
42
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

私
は
生
ま
れ
育
っ
た
佐
世
保
市
黒
島

町
を
離
れ
、
長
崎
市
内
の
工
務
店
で

大
工
の
弟
子
に
な
り
ま
し
た
。
4
年

間
、
棟
梁
の
家
で
住
み
込
み
生
活
を

送
り
な
が
ら
地
道
に
修
業
を
続
け
、

二
一
歳
の
時
に
独
立
。
「
岡
建
築
」

私
の
回
顧
録川

原
四
志
和 

著

私
が
今
日
ま
で
生
か
さ
れ
て
き
た
背
景
に
は
両
親
、
先
祖
か
ら
無
償
の
愛
を

頂
き
、
特
に
陰
の
功
労
者
で
あ
る
妻
の
お
か
げ
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
親

孝
行
し
て
く
れ
る
家
族
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

数
多
く
の
人
様
に
支
え
ら
れ
、
感
謝
の
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
座
右
の
銘
で
あ
る
「
感
謝
の
気
持
ち
」
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
日
々
精

進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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赤
字
を
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
か
ら
は
心
を
入
れ
替
え
て
経
営

の
猛
勉
強
を
し
ま
し
た
。
優
秀
な
経

営
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
仲
間

の
支
え
に
も
助
け
ら
れ
、
業
績
は
Ｖ

字
回
復
。
ア
イ
フ
ル
ホ
ー
ム
か
ら

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ー
ム
」
に
移
籍

以
降
は
最
高
年
商
28
億
円
を
超
え
、

店
舗
数
は
最
大
16
店
舗
、
社
員
数
は

一
〇
〇
人
を
超
え
た
時
代
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
さ
か
そ
れ
か
ら
十
年
後
に

倒
産
の
危
機
が
訪
れ
よ
う
と
は
夢
に

も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
の
人
生
は
山
あ
り
谷
あ
り
、
頂

上
が
見
え
た
と
思
っ
た
途
端
、
あ
っ

と
い
う
間
に
急
坂
を
く
だ
り
始
め
、

そ
し
て
ま
た
浮
上
す
る
。
た
と
え
る

な
ら
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う

な
も
の
で
す
が
、
た
だ
私
は
ど
ん
な

経
験
を
し
て
も
笑
顔
で
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
周
り

に
い
る
す
べ
て
の
人
に
も
笑
顔
で
い

て
欲
し
い
の
で
す
。
大
ら
か
な
時
間

が
流
れ
て
い
た
子
ど
も
の
頃
の
黒
島

で
の
暮
ら
し
、
厳
し
い
大
工
の
修
業

時
代
、
そ
し
て
経
営
者
と
な
り
苦
楽

を
味
わ
う
中
で
、
い
つ
し
か
私
の
心

に
は
、
人
を
恨
ま
ず
、
思
い
や
る
態

度
で
向
き
合
う
気
持
ち
が
少
し
ず
つ

芽
生
え
て
い

き
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
は
、

経
営
者
と
し

て
、
ま
た
何

よ
り
人
間
と

し
て
正
直
に

の
社
名
を
掲

げ
て
、
手
始

め
に
兄
弟
や

親
戚
の
家
を

造
り
な
が
ら

腕
を
磨
き
ま

し
た
。
独
立

し
た
当
初
は

仲
間
と
協
力

し
て
、
「
ハ

ウ
ス
キ
ー

パ
ー
」
と
い

う
名
称
で
リ

フ
ォ
ー
ム
専
門
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
頃

か
ら
常
に
大
事
に
し
て
い
た
信
念
は

「
喜
ん
で
も
ら
え
る
家
づ
く
り
」
と

い
う
お
客
様
へ
の
思
い
で
し
た
。
若

い
頃
は
技
術
を
高
め
る
こ
と
で
そ
の

思
い
を
形
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
じ
大
工
で
も
仕
事
の
仕
方
や
歩

む
方
向
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
私
は

技
術
面
だ
け
で
は
な
く
そ
の
後
経
営

面
に
お
い
て
も
興
味
を
持
っ
て
取
り

組
み
ま
し
た
。
転
機
と
な
っ
た
の
は

昭
和
63
年
、「
ア
イ
フ
ル
ホ
ー
ム
」

の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
に
加
盟

し
会
社
を
法
人
化
し
た
頃
で

す
。
こ
の
頃
か
ら
社
長
の
立

場
で
、
経
営
に
専
念
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
上
り

調
子
の
売
り
上
げ
と
反
比
例

す
る
よ
う
に
四
年
目
で
最
初

の
挫
折
を
経
験
し
ま
し
た
。

経
営
に
つ
い
て
知
識
が
乏
し

か
っ
た
た
め
に
、
最
初
の
大

生
き
る
と
い
う
美
学
、
美
徳
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
六
十
代
半
ば
を
過
ぎ
、
家
づ
く
り

の
道
を
歩
ん
で
五
十
年
を
迎
え
た
今
、

私
は
ま
だ
ま
だ
現
役
の
経
営
者
と
し

て
長
く
会
社
を
存
続
さ
せ
、
良
い
形

で
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
し
た
い

と
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
年

齢
的
に
言
え
ば
そ
う
遠
く
な
い
未
来

に
「
引
退
」
の
二
文
字
が
見
え
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
す
か
ら
、
こ
の
あ

た
り
で
少
し
だ
け
、
い
ま
ま
で
の
経

験
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
か
と
思
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
お
話
し
す
る
私
の
さ
さ

や
か
な
思
い
出
話
が
、
現
在
、
仕
事

や
人
生
で
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る

方
々
に
と
っ
て
一
筋
の
希
望
を
見
出

す
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
お
客
様
に
は
こ
れ
ま
で
の
私
の

家
づ
く
り
へ
の
思
い
が
伝
わ
れ
ば
嬉

し
い
限
り
で
す
。（
序
文
よ
り
）

家
づ
く
り
50
年
回
想
録

グ
ッ
ド
な
ホ
ー
ム
の

岡
　修
一 

著

注
文
住
宅
を
手
が
け
る
グ
ッ
ド
ホ
ー
ム

（
長
崎
市
）
の
岡
修
一
社
長
が
、
こ
れ
ま

で
の
人
生
の
様
々
な
体
験
を
回
想
録
と
し

て
出
版
し
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
の
中
で
、

約
３
千
棟
の
家
づ
く
り
を
手
掛
け
た
半
世

紀
を
振
り
返
り
ま
す
。
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私
は
軍
港
の
街
と
し
て
栄
え
、
米

軍
人
が
行
き
交
う
佐
世
保
で
生
ま
れ

育
ち
ま
し
た
。

　
私
の
父
は
基
地
の
近
く
で
『
軍
港

羊
羹
』
と
い
う
名
の
羊
羹
や
饅
頭
を

作
り
、
菓
子
屋
を
営
ん
で
お
り
ま
し

た
。
私
は
男
ば
か
り
四
人
兄
弟
の
末

子
と
し
て
生
を
受
け
ま
し
た
。
父
は

幼
い
こ
ろ
か
ら
私
た
ち
兄
弟
に
「
商

売
人
に
な
れ
！
」
と
口
癖
の
よ
う
に

言
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
学
生
時
代
に
白
黒
テ
レ
ビ
か
ら
流

れ
て
き
た
の
は
、
力
道
山
が
活
躍
す

る
プ
ロ
レ
ス
中
継
で
し
た
。
当
時

『
三
菱
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ア
ワ
ー
』
の

時
間
に
プ
ロ
レ
ス
中
継
が
放
映
さ
れ
、

番
組
の
イ
ン
ト
ロ
で
銀
座
三
愛
ビ
ル
屋

上
の
ネ
オ
ン
広
告
塔
が
流
れ
て
い
ま
し

た
。
何
回
も
そ
れ
を
見
て
い
る
内
に
、

私
は
東
京
へ
行
っ
て
み
た
い
な
あ
と

思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
を
控
え
た
頃
、
父
が
お

世
話
に
な
っ
た
方
で
菓
子
の
製
造
と

卸
業
を
経
営
し
て
い
る
方
か
ら
、
東

京
へ
来
な
い
か
と
誘
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
東
京
へ
行
き
た
い
一
心
で
職
業

の
こ
と
は
何
も
考
え
ず
、
卒
業
と
と

も
に
上
京
し
ま
し
た
。

　
二
年
ほ
ど
過
ぎ
た
頃
で
し
た
が
、

夜
の
銀
座
で
見
上
げ
た
ネ
オ
ン
サ
イ

ン
の
点
滅
に
魅
了
さ
れ
、
そ
の
仕
組

み
を
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
次
男

が
看
板
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
も
あ

り
、
私
は
ネ
オ
ン
看
板
の
仕
事
を
し

よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
普
通
の
看
板

業
よ
り
付
加
価
値
が
高
い
と
も
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
早
速
都
内
Ｙ
社

へ
就
職
し
広
告
業
界
へ
入
り
ま
し
た
。

昼
は
看
板
の
仕
事
を
し
な
が
ら
夜
は

デ
ザ
イ
ン
学
校
で
基
礎
を
学
ぶ
と
い

う
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ネ
オ
ン
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
私
は
次
に
業
界
で
老
舗
の
Ｏ

社
に
就
職
で
き
ま
し
た
。
当
時
、
福

岡
に
九
州
出
張
所
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
福
岡
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し

た
。
商
業
高
校
出
身
で
あ
っ
た
私
は

電
気
の
知
識
が
全
く
な
く
初
歩
か
ら

の
勉
強
で
し
た
。
昼
間
は
仕
事
を
し

な
が
ら
夜
は
専
門
誌
を
買
っ
て
筆

記
・
実
務
と
猛
勉
強
し
て
、
半
年
で

電
気
工
事
士
の
資
格
を
取
り
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
一
年
二
十
六
歳
で
結
婚

し
、
半
年
後
に
独
立
致
し
ま
し
た
。

さ
さ
や
か
な
夢
を
持
っ
て
の
出
発
で

し
た
が
、
当
時
は
第
一
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
早
め
の
ネ
オ
ン

サ
イ
ン
の
消
灯
が
推
進
さ
れ
て
い
た

時
代
で
し
た
。
今
思
え
ば
大
変
な
時

に
独
立
し
た
も
の
だ
な
あ
と
思
い
ま

す
。
食
う
や
食
わ
ず
の
時
代
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
今
の
自
分
た
ち
夫
婦
が

あ
り
、
会
社
が
あ
る
の
だ
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
父
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
の
中
に

「
有
り
難
い
と
い
う
字
は
困
難
が
あ

る
か
ら
有
り
難
い
と
書
く
。
苦
し
い

か
ら
人
の
苦
し
み
・
悩
み
を
理
解
す

る
こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
当
時
の
境
遇
に
感

謝
の
念
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　（
日
本
サ
イ
ン
協
会 

会
報
ネ
オ
ス 

平
成

二
十
三
年
）
抜
粋
。

 

平
成
元
年
に
本
社
工
場
を
市
内
指

方
町
へ
新
築
移
転
し
て
か
ら
、
早
く

も
昨
年
７
月
に
は
創
業
四
十
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
長
崎
市
三
原
町
に
構
え
て
い
た
本

社
社
屋
の
売
却
が
決
ま
り
、
現
在
の

長
崎
市
岡
町
に
「
グ
ッ
ド
ホ
ー
ム
株

式
会
社
」
の
拠
点
を
移
し
た
の
は
平

成
23
年
の
こ
と
で
す
。
そ
の
と
き
私

は
40
年
近
い
経
営
者
人
生
の
中
で
、

最
も
過
酷
な
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
最
大
の
ピ
ン
チ
を
前
に
し

て
眠
れ
な
い
日
々
が
続
き
、
資
金
繰

り
も
私
自
身
の
忍
耐
も
そ
ろ
そ
ろ
限

界
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
追
い
つ
め

ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
後
幸
運

に
も
現
在
の
業
績
に
ま
で
至
る
の
で

す
が
、
も
し
も
こ
の
時
す
べ
て
を
諦

め
て
し
ま
っ
て
い
た
ら
…
。

　
そ
も
そ
も
私
が
経
営
者
の
道
に
進

ん
だ
き
っ
か
け
は
、
中
学
校
を
卒
業

し
た
昭
和
42
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

私
は
生
ま
れ
育
っ
た
佐
世
保
市
黒
島

町
を
離
れ
、
長
崎
市
内
の
工
務
店
で

大
工
の
弟
子
に
な
り
ま
し
た
。
4
年

間
、
棟
梁
の
家
で
住
み
込
み
生
活
を

送
り
な
が
ら
地
道
に
修
業
を
続
け
、

二
一
歳
の
時
に
独
立
。
「
岡
建
築
」

私
の
回
顧
録川

原
四
志
和 

著

私
が
今
日
ま
で
生
か
さ
れ
て
き
た
背
景
に
は
両
親
、
先
祖
か
ら
無
償
の
愛
を

頂
き
、
特
に
陰
の
功
労
者
で
あ
る
妻
の
お
か
げ
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
親

孝
行
し
て
く
れ
る
家
族
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

数
多
く
の
人
様
に
支
え
ら
れ
、
感
謝
の
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
座
右
の
銘
で
あ
る
「
感
謝
の
気
持
ち
」
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
日
々
精

進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●判型：A5判　●頁数：１46頁
●非売品

男性作家特集男性作家特集

【
経
歴
】

昭
和
五
十
二
年
よ
り

㈱
カ
ワ
ハ
ラ
ネ
オ
ン
広
告
代
表
取
締
役

平
成
二
十
一
年
よ
り

長
崎
県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合
理

事
長

平
成
二
十
四
年
よ
り

（
公
社
）全
日
本
ネ
オ
ン
協
会
九
州
支

部
長

の社長
3000 を棟

手掛けた

記験体
家
づ
く
り
50
年
回
想
録

グ
ッ
ド
な
ホ
ー
ム
の

現
在

グ
ッ
ド
ホ
ー
ム
株
式
会
社 

代
表

岡
建
築 

代
表

一
建
設 

代
表

ア
イ
フ
ル
ホ
ー
ム
長
崎 

初
代
オ
ー
ナ
ー

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ー
ム
長
崎 

初
代
オ
ー
ナ
ー

ア
ッ
ト
ハ
ウ
ジ
ン
グ
長
崎 

代
表

岡

　修
一

最初に建てた次兄の家（写真は現在）

１９８８（昭和６３）年８月６日　３６歳

平成29年７月28日　創立40周年記念祝賀会　
於　ハウステンボス

佐世保東モラロジー代表世話人の頃、
廣池幹堂理事長（左）と千葉の学園にて
平成２年

平成元年３月落成式

高校卒業　東京へ就職する前に
佐世保の動植物園にて　両親と甥 カワハラネオン広告　新工場　平成元年３月竣工

ア
イ
フ
ル
ホ
ー
ム
時
代
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山の音楽会、平家荘／F1号　2015年

毛越寺　冬の浄土庭園⑴／F8号　2012年

山芍薬　白鳥山／F10号　2015年 富貴寺（国宝）　国東半島／F6号　2016年

＜略歴＞　 木原　正髙

紫陽花／
F10号　2012年

ラジオ文芸館／
F10号　2013年

えびね蘭　岩屋山／
F8号　2017年

昭和23年11月
　
　
　
　
　

平成23年12月
平成25年12月

平成29年 8月

平成29年12月

長崎市生まれ　69歳
長崎大学医学部大学院卒業
内科医
水彩画歴９年
荒木恵子先生主催水彩画グループ
「ブルーパレット」所属
上野の森美術展、東光会、
長崎市民美術展、毎年入選
水彩画集Ⅰ（20作）を作成
第１回水彩画個展を
「メガネのコクラヤ」ギャラリーで開催
第２回水彩画個展を
「メガネのコクラヤ」ギャラリーで開催
水彩画集Ⅱ（59作）を作成

男性作家特集

　水彩画を始めて９年目に
なろうとしています。ここまで
続けられたのは、荒木恵子

先生が主催されている水彩画グループ「ブルー
パレット」に所属し、十善会グループの月１回の集
まりに参加しているからにほかなりません。先生、
グループの皆さんに深謝します。
　個展を見に来ていただいた方に、どうでしょう
かとお聞きすると、皆さんの好みが千差万別で
あったことに感動しました。個個人には個性があ
るのはよくわかっていましたが今回個展を開い
て、個性や個人の独立性をもっともっと尊重する
社会であるべきだとあらためて感じました。
　絵を描くのは基本的には楽しいのですが、うま
くいかずに進まない時もあります・・・もう少し、絵
を続けましょう。

●
●
●
●

サイズ：A4
頁数：40頁
製本：無線綴じ
非売品

木原正髙
水彩画集Ⅱ
21作から79作（2011.11～2017.6）

木原正髙 水彩画集Ⅱ
21作から79作（2011．11～2017．6）

KIHARAMASATAKA

Watercolor painting collection Ⅱ
21-79 works

「
珊
瑚
樹
社
」（
楽
常
寺
住
職
立
花
慈

恩
主
宰
）に
参
加
。
こ
の
会
の
中
心

的
な
人
物
の
一
人
と
な
っ
た
。
会
誌

「
珊
瑚
樹
」
は
、
昭
和
十
六
年
ま
で

四
十
三
号
を
発
刊
。
昭
和
十
三
年
、

長
崎
女
子
師
範
専
攻
科（
国
文
学
）就

学
。
昭
和
十
四
年（
二
十
歳
）卒
業
論

文『
現
代
和
歌
史
概
説
』発
表
。

　
昭
和
十
七
年
、
姉
マ
サ
の
後
任
と

し
て
、
京
都
七
條
第
二
小
学
校
へ
奉

職
。
同
十
九
年
、
長
岡
の
国
民
学
校

へ
教
生
指
導
教
師
と
し
て
転
勤
。
昭

和
二
十
年
九
月
チ
フ
ス
発
病
し
、
十

月
、
二
十
六
歳
の
若
さ
で
生
涯
を
終

え
る
。

　
今
福
正
喜
が
長
命
で
あ
っ
た
な
ら

ば
、
お
そ
ら
く
板
引
で
外
科
医
院
を

開
い
て
、
南
串
山
の
人
々
の
た
め
に

大
変
貢
献
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
山
本

ヤ
エ
は
、
南
串
山
出
身
の
有
名
な
女

流
歌
人
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
今
の
時
代
な
ら
、
こ
の
二
人
は
病

死
す
る
こ
と
は
な
い
。
残
念
な
こ
と

で
あ
る
。

　
こ
の
記
録
は
、
二
人
の
小
さ
な
伝

る
。
大
正
四
年
卒
業
し
、
外
科
医
と

な
る
。
二
年
後
に
母
ミ
ツ
の
開
腹
手

術
を
口
之
津
の
阿
地
部
病
院
の
手
術

室
を
借
り
て
執
刀
。
「
こ
の
時
、
多

く
の
医
師
が
見
学
し
、
日
本
の
最
高

の
医
術
に
、
た
だ
驚
愕
す
る
ば
か
り

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
」（
郷
土

誌『
み
な
み
く
し
や
ま
』）

　
大
正
八
年
、
支
那
保
定
府
医
学
専

門
学
校（
北
京
）の
教
授
と
し
て
赴
任
。

同
十
年
よ
り
北
京
日
華
同
仁
病
院
勤

務
（
修
学
費
の
返
済
と
病
院
開
設
準

備
の
た
め
）。し
か
し
結
核
に
感
染
し
、

帰
国
。
病
床
に
臥
し
、
大
正
十
五
年

四
月
、
三
十
五
歳
で
生
涯
を
終
え
る
。

■
山
本
ヤ
エ

　略
歴

　
大
正
八（
一
九
一
九
）年
、
大
連
で

生
ま
れ
る
。
七
歳
の
時
に
家
族
で
引

き
揚
げ
、
昭
和
六
年
に
南
串
山
第
二

小
学
校
を
一
番
で
卒
業
し
、
松
平
賞

を
頂
く
。
口
加
女
子
校
を
首
席
で
、

昭
和
十
二
年
長
崎
女
子
師
範
校
も
ま

た
首
席
で
卒
業
し
、
南
串
山
第
一
小

学
校
に
奉
職
。

　
そ
の
頃
、
地
元
の
和
歌
同
好
会

記
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
は
少
し

詳
し
す
ぎ
た
り
、
蛇
足
も
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
・
二
ペ
ー

ジ
の
小
伝
で
は
味
も
素
っ
気
も
な
く
、

そ
の
人
物
像
を
伝
え
る
こ
と
は
難
し

い
。
小
さ
い
事
柄
を
述
べ
る
こ
と
で

全
体
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。「
神
は
細
部
に
宿
る
」
と
も
言

わ
れ
る
。

　
南
串
山
に
は
、
ま
だ
ま
だ
隠
れ
た

有
徳
の
人
が
沢
山
お
ら
れ
る
。
そ
う

い
う
人
達
を
、
こ
の
よ
う
な
形
で
顕

彰
す
る
の
も
、
歴
史
の
一
つ
の
表
現

形
式
と
し
て
意
義
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

〈
略
歴
〉
竹
下
　
菊
雄

昭
和
14
年
　
南
串
山
京
泊
生
れ
。

昭
和
38
年
　
長
崎
大
学
医
学
部
卒
業

昭
和
50
年
　
諫
早
市
に
て
内
科
医
院

開
業
　
現
在
に
至
る
。

　
　
　
た
け
し
た
内
科
小
児
科
医
院

●判型：A5判　●頁数：178頁
●非売品
●製本：無線綴じカバー付

　
私
の
郷
里
・
南
串
山
に
は
、
こ
れ

ま
で
す
ぐ
れ
た
人
物
が
輩
出
し
て
い

る
。
『
み
な
み
く
し
や
ま
―
南
串
山

町
郷
土
誌
』
（
馬
場
賀
臣
編
）
に
は

多
く
の
人
々
の
名
前
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
現
在
活
躍
中
の
立
派

な
人
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
。

　
人
は
中
年
と
も
な
れ
ば
、
自
分
の

ル
ー
ツ
を
振
り
返
っ
て
思
う
よ
う
に

な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
人
生
の

先
が
少
し
ず
つ
見
え
て
く
る
と
、
自

分
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
は
ど
う
連
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
と
思
い
を
め
ぐ
ら
す
の
は
当

然
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
南
串
山
に
生

ま
れ
て
早
世
し
た
二
人
の
秀
才
、
今

福
正
喜
と
山
本
ヤ
エ
の
記
録
を
残
し

て
お
こ
う
と
私
が
思
い
立
っ
た
の
は
、

三
十
年
以
上
も
前
だ
っ
た
。
こ
の
二

人
の
名
前
を
知
る
人
は
今
で
は
郷
里

に
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

■
今
福
正
喜

　略
歴

　
明
治
二
十
四（
一
八
九
一
）年
生
ま

れ
。
県
下
の
英
才
が
集
ま
る
長
崎
県

立
長
崎
中
学
校
に
入
学
し
通
常
の
五

年
間
を
四
年
で
卒
業
。
明
治
四
十
年
、

九
州
一
円
か
ら
秀
才
が
集
ま
っ
た
熊

本
第
五
高
等
学
校
に
進
学
。
そ
の
後
、

東
京
帝
国
大
学
医
学
部
入
学
。

　
地
元
へ
帰
省
中
は
東
大
生
で
あ
る

と
威
張
っ
た
風
は
全
く
な
く
、
人
柄

も
上
品
で
、
立
居
振
舞
い
に
は
何
か

神
々
し
さ
が
感
ぜ
ら
れ
た
と
言
わ
れ

男性作家特集

今
福
正
喜
と
山
本
ヤ
エ
の
生
涯

竹
下  

菊
雄 

著

今福　正喜
東京帝大医学部卒業時

今
福
正
喜
　
初
瀬
　
大
正
九
年
八
月

山
本
ヤ
エ
　
二
十
歳
頃

現
代
和
歌
史
概
説
　
直
筆

山
本
ヤ
エ（
左
下
）　
大
正
九
年
大
連
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山の音楽会、平家荘／F1号　2015年

毛越寺　冬の浄土庭園⑴／F8号　2012年

山芍薬　白鳥山／F10号　2015年 富貴寺（国宝）　国東半島／F6号　2016年

＜略歴＞　 木原　正髙

紫陽花／
F10号　2012年

ラジオ文芸館／
F10号　2013年

えびね蘭　岩屋山／
F8号　2017年

昭和23年11月
　
　
　
　
　

平成23年12月
平成25年12月

平成29年 8月

平成29年12月

長崎市生まれ　69歳
長崎大学医学部大学院卒業
内科医
水彩画歴９年
荒木恵子先生主催水彩画グループ
「ブルーパレット」所属
上野の森美術展、東光会、
長崎市民美術展、毎年入選
水彩画集Ⅰ（20作）を作成
第１回水彩画個展を
「メガネのコクラヤ」ギャラリーで開催
第２回水彩画個展を
「メガネのコクラヤ」ギャラリーで開催
水彩画集Ⅱ（59作）を作成

男性作家特集

　水彩画を始めて９年目に
なろうとしています。ここまで
続けられたのは、荒木恵子

先生が主催されている水彩画グループ「ブルー
パレット」に所属し、十善会グループの月１回の集
まりに参加しているからにほかなりません。先生、
グループの皆さんに深謝します。
　個展を見に来ていただいた方に、どうでしょう
かとお聞きすると、皆さんの好みが千差万別で
あったことに感動しました。個個人には個性があ
るのはよくわかっていましたが今回個展を開い
て、個性や個人の独立性をもっともっと尊重する
社会であるべきだとあらためて感じました。
　絵を描くのは基本的には楽しいのですが、うま
くいかずに進まない時もあります・・・もう少し、絵
を続けましょう。

●
●
●
●

サイズ：A4
頁数：40頁
製本：無線綴じ
非売品

木原正髙
水彩画集Ⅱ
21作から79作（2011.11～2017.6）

木原正髙 水彩画集Ⅱ
21作から79作（2011．11～2017．6）

KIHARAMASATAKA

Watercolor painting collection Ⅱ
21-79 works

「
珊
瑚
樹
社
」（
楽
常
寺
住
職
立
花
慈

恩
主
宰
）に
参
加
。
こ
の
会
の
中
心

的
な
人
物
の
一
人
と
な
っ
た
。
会
誌

「
珊
瑚
樹
」
は
、
昭
和
十
六
年
ま
で

四
十
三
号
を
発
刊
。
昭
和
十
三
年
、

長
崎
女
子
師
範
専
攻
科（
国
文
学
）就

学
。
昭
和
十
四
年（
二
十
歳
）卒
業
論

文『
現
代
和
歌
史
概
説
』発
表
。

　
昭
和
十
七
年
、
姉
マ
サ
の
後
任
と

し
て
、
京
都
七
條
第
二
小
学
校
へ
奉

職
。
同
十
九
年
、
長
岡
の
国
民
学
校

へ
教
生
指
導
教
師
と
し
て
転
勤
。
昭

和
二
十
年
九
月
チ
フ
ス
発
病
し
、
十

月
、
二
十
六
歳
の
若
さ
で
生
涯
を
終

え
る
。

　
今
福
正
喜
が
長
命
で
あ
っ
た
な
ら

ば
、
お
そ
ら
く
板
引
で
外
科
医
院
を

開
い
て
、
南
串
山
の
人
々
の
た
め
に

大
変
貢
献
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
山
本

ヤ
エ
は
、
南
串
山
出
身
の
有
名
な
女

流
歌
人
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
今
の
時
代
な
ら
、
こ
の
二
人
は
病

死
す
る
こ
と
は
な
い
。
残
念
な
こ
と

で
あ
る
。

　
こ
の
記
録
は
、
二
人
の
小
さ
な
伝

る
。
大
正
四
年
卒
業
し
、
外
科
医
と

な
る
。
二
年
後
に
母
ミ
ツ
の
開
腹
手

術
を
口
之
津
の
阿
地
部
病
院
の
手
術

室
を
借
り
て
執
刀
。
「
こ
の
時
、
多

く
の
医
師
が
見
学
し
、
日
本
の
最
高

の
医
術
に
、
た
だ
驚
愕
す
る
ば
か
り

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
」（
郷
土

誌『
み
な
み
く
し
や
ま
』）

　
大
正
八
年
、
支
那
保
定
府
医
学
専

門
学
校（
北
京
）の
教
授
と
し
て
赴
任
。

同
十
年
よ
り
北
京
日
華
同
仁
病
院
勤

務
（
修
学
費
の
返
済
と
病
院
開
設
準

備
の
た
め
）。し
か
し
結
核
に
感
染
し
、

帰
国
。
病
床
に
臥
し
、
大
正
十
五
年

四
月
、
三
十
五
歳
で
生
涯
を
終
え
る
。

■
山
本
ヤ
エ

　略
歴

　
大
正
八（
一
九
一
九
）年
、
大
連
で

生
ま
れ
る
。
七
歳
の
時
に
家
族
で
引

き
揚
げ
、
昭
和
六
年
に
南
串
山
第
二

小
学
校
を
一
番
で
卒
業
し
、
松
平
賞

を
頂
く
。
口
加
女
子
校
を
首
席
で
、

昭
和
十
二
年
長
崎
女
子
師
範
校
も
ま

た
首
席
で
卒
業
し
、
南
串
山
第
一
小

学
校
に
奉
職
。

　
そ
の
頃
、
地
元
の
和
歌
同
好
会

記
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
は
少
し

詳
し
す
ぎ
た
り
、
蛇
足
も
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
・
二
ペ
ー

ジ
の
小
伝
で
は
味
も
素
っ
気
も
な
く
、

そ
の
人
物
像
を
伝
え
る
こ
と
は
難
し

い
。
小
さ
い
事
柄
を
述
べ
る
こ
と
で

全
体
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。「
神
は
細
部
に
宿
る
」
と
も
言

わ
れ
る
。

　
南
串
山
に
は
、
ま
だ
ま
だ
隠
れ
た

有
徳
の
人
が
沢
山
お
ら
れ
る
。
そ
う

い
う
人
達
を
、
こ
の
よ
う
な
形
で
顕

彰
す
る
の
も
、
歴
史
の
一
つ
の
表
現

形
式
と
し
て
意
義
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

〈
略
歴
〉
竹
下
　
菊
雄

昭
和
14
年
　
南
串
山
京
泊
生
れ
。

昭
和
38
年
　
長
崎
大
学
医
学
部
卒
業

昭
和
50
年
　
諫
早
市
に
て
内
科
医
院

開
業
　
現
在
に
至
る
。

　
　
　
た
け
し
た
内
科
小
児
科
医
院

●判型：A5判　●頁数：178頁
●非売品
●製本：無線綴じカバー付

　
私
の
郷
里
・
南
串
山
に
は
、
こ
れ

ま
で
す
ぐ
れ
た
人
物
が
輩
出
し
て
い

る
。
『
み
な
み
く
し
や
ま
―
南
串
山

町
郷
土
誌
』
（
馬
場
賀
臣
編
）
に
は

多
く
の
人
々
の
名
前
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
現
在
活
躍
中
の
立
派

な
人
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
。

　
人
は
中
年
と
も
な
れ
ば
、
自
分
の

ル
ー
ツ
を
振
り
返
っ
て
思
う
よ
う
に

な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
人
生
の

先
が
少
し
ず
つ
見
え
て
く
る
と
、
自

分
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
は
ど
う
連
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
と
思
い
を
め
ぐ
ら
す
の
は
当

然
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
南
串
山
に
生

ま
れ
て
早
世
し
た
二
人
の
秀
才
、
今

福
正
喜
と
山
本
ヤ
エ
の
記
録
を
残
し

て
お
こ
う
と
私
が
思
い
立
っ
た
の
は
、

三
十
年
以
上
も
前
だ
っ
た
。
こ
の
二

人
の
名
前
を
知
る
人
は
今
で
は
郷
里

に
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

■
今
福
正
喜

　略
歴

　
明
治
二
十
四（
一
八
九
一
）年
生
ま

れ
。
県
下
の
英
才
が
集
ま
る
長
崎
県

立
長
崎
中
学
校
に
入
学
し
通
常
の
五

年
間
を
四
年
で
卒
業
。
明
治
四
十
年
、

九
州
一
円
か
ら
秀
才
が
集
ま
っ
た
熊

本
第
五
高
等
学
校
に
進
学
。
そ
の
後
、

東
京
帝
国
大
学
医
学
部
入
学
。

　
地
元
へ
帰
省
中
は
東
大
生
で
あ
る

と
威
張
っ
た
風
は
全
く
な
く
、
人
柄

も
上
品
で
、
立
居
振
舞
い
に
は
何
か

神
々
し
さ
が
感
ぜ
ら
れ
た
と
言
わ
れ

男性作家特集

今
福
正
喜
と
山
本
ヤ
エ
の
生
涯

竹
下  

菊
雄 

著

今福　正喜
東京帝大医学部卒業時

今
福
正
喜
　
初
瀬
　
大
正
九
年
八
月

山
本
ヤ
エ
　
二
十
歳
頃

現
代
和
歌
史
概
説
　
直
筆

山
本
ヤ
エ（
左
下
）　
大
正
九
年
大
連
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一

　書
籍
を
発
刊
し
た
動
機

　
私
が
今
年
初
め
、
七
冊
目
の
単
著

「
地
方
創
生
の
成
功
法
則―

地
域
振

興
に
お
け
る
効
果
的
な
人
口
・
観

光
・
物
産
振
興
政
策
の
あ
り
方
」
を

上
梓
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
き
っ
か
け

は
、
本
書
の
原
型
と
な
っ
た
博
士
論

文
の
指
導
教
官
で
あ
っ
た
、
杉
原
敏

夫
教
授
（
長
崎
総
合
科
学
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
、
元
長
崎
大
学
経
済

学
部
長
）
か
ら
示
唆
を
い
た
だ
い
た

こ
と
で
し
た
。
博
士
論
文
自
体
、
私

が
長
崎
県
に
招
聘
を
い
た
だ
い
て
来

て
か
ら
の
十
五
年
間
（
二
〇
〇
二
年

〜
二
〇
一
七
年
）
で
得
た
地
域
経
営

の
事
例
と
知
見
を
普
遍
化
し
た
も
の

で
、
「
地
域
経
営
の
教
科
書
」
と
も

言
え
る
集
大
成
で
し
た
。
長
崎
総
合

科
学
大
学
の
立
石
暁
理
事
長
（
元
長

崎
県
副
知
事
）
か
ら
も
、
全
国
の
自

治
体
経
営
の
教
科
書
に
な
る
と
励
ま

し
て
い
た
だ
き
、
発
刊
に
向
け
て
意

を
強
く
し
ま
し
た
。

二

　書
籍
の
概
要

　
地
域
経
済
を
豊
か
に
す
る
政
策
の

選
択
と
、
選
択
し
た
政
策
を
実
行
す

る
地
域
経
営
力
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
、

地
域
の
将
来
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

は
、
私
が
長
崎
県
の
政
策
や
市
町
の

政
策
・
施
策
と
そ
の
実
行
力
・
成
果

を
観
察
し
て
経
験
的
に
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
公
益
財

団
法
人
な
が
さ
き
地
域
政
策
研
究
所

で
、
地
域
経
済
に
関
す
る
経
済
統
計

や
地
域
経
営
の
全
分
野
に
わ
た
る
事

例
を
研
究
・
支
援
し
て
き
て
、
政
策

選
択
と
、
戦
略
的
地
域
経
営
が
、
地

域
の
将
来
を
決
め
る
両
輪
で
あ
る
と

の
確
信
を
得
ま
し
た
。
政
策
選
択
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
地
域
経
済
へ

の
影
響
が
大
き
く
、
住
民
の
関
心
が

高
い
、
人
口
減
少
対
策
・
観
光
振
興

政
策
・
物
産
振
興
政
策
の
三
つ
を
取

り
上
げ
、
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
用
い
て
、

地
域
総
生
産
と
こ
れ
ら
三
つ
の
政
策

の
関
係
、
三
つ
の
政
策
相
互
の
関
係

性
を
検
討
し
ま
し
た
。
人
口
減
少
対

策
は
、
地
域
政
策
と
し
て
あ
ま
り
取

り
上
げ
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
テ
ー
マ

で
す
が
、
マ
ク
ロ
経
済
に
と
っ
て
、

最
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
根
幹
で

あ
る
の
で
、
自
然
増
減
・
社
会
増
減

と
も
に
分
析
し
て
い
ま
す
。
地
域
経

営
に
つ
い
て
は
、
「
戦
略
的
地
域
経

営
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
政
策
評

価
制
度
や
N
P
M
（N

ew
 Public 

m
anagem

ent

）
と
並
ん
で
、
行

政
経
営
を
戦
略
的
に
行
い
、
よ
り
総

合
的
に
評
価
す
る
た
め
に
、
四
つ
の

視
点
（
顧
客
・
財
務
・
業
務
プ
ロ
セ

ス
・
学
習
と
成
長
）
に
基
づ
く
、
バ

ラ
ン
ス
・
ス
コ
ア
・
カ
ー
ド

（Balance Score C
ard

）
の
活

用
も
検
討
し
ま
し
た
。

　
本
書
の
内
容
は
、
一
見
専
門
的
で
、

難
し
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
民
主
主

義
制
度
下
で
の
、
住
民
に
開
か
れ
た

行
政
運
営
の
在
り
方
と
し
て
最
重
要

な
テ
ー
マ
で
す
。
ま
た
、
地
方
財
政

が
今
後
厳
し
く
な
る
中
で
、
地
域
経

済
に
と
っ
て
効
果
的
な
政
策
を
優
先

的
（
戦
略
的
）
に
実
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
政
策
を
成
功
さ
せ
る
た
め

の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
も
、
多

く
の
方
々
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三

　今
後
へ
の
抱
負

　
本
書
は
、
博
士
論
文
の
書
籍
化
を

優
先
し
た
の
で
、
表
現
が
硬
く
、
難

し
い
論
点
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後

は
、
地
方
創
生
・
戦
略
的
地
域
経

営
・
離
島
振
興
・
世
界
遺
産
・
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
等
を
具
体
的
に
、
分

か
り
や
す
く
読
者
と
一
緒
に
考
え
る

た
め
の
書
籍
を
発
刊
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

地
方
創
生
の
成
功
法
則

―
地
域
振
興
に
お
け
る
効
果
的
な

　人
口
・
観
光
・
物
産
振
興
政
策
の
あ
り
方 菊

森 

淳
文 

著
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菊
森　

淳
文（
き
く
も
り
・
あ
つ
ふ
み
）

一
九
五
五
年
　
三
重
県
生
ま
れ

一
九
七
八
年
　
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
、
三

井
銀
行
（
現
三
井
住
友
銀
行
）

入
行

一
九
八
三
年
　
米
国
シ
カ
ゴ
大
学
経
営
大
学

院
卒
業
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）

二
〇
〇
一
年
　
日
本
総
合
研
究
所
調
査
部
主

席
研
究
員

二
〇
一
三
年
　
な
が
さ
き
地
域
政
策
研
究
所

研
究
所
長

二
〇
一
七
年
　
な
が
さ
き
地
域
政
策
研
究
所

理
事
長
、
現
在
に
至
る

著
書
に

「
こ
う
す
れ
ば
地
域
再
生
で
き
る
」

（
長
崎
新
聞
社
、
単
著
）、
二
〇
〇
七
年

「
長
崎
県
近
代
化
遺
産
巡
り
・
夢
の
遺
産
」

（
長
崎
新
聞
社
、
共
著
）、
二
〇
一
三
年

他
多
数

著
者
略
歴

男性作家特集
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田
添

　京
子

か
け
が
え
の
な
い
日
々

　
　
　
　
　
　
　第
三
章

エ
ッ
セ
イ
集

●
非
売
品

※はネット通販サイト「長崎社中」の昭和堂・ゆるり
　販売本コーナーでもご購入できます。

第
1
詩
集

そ
こ
に
光
が
あ
る
か
ら

未
来
の
長
崎
の

　リ
ー
ダ
ー
た
ち
へ

●
1
、4
0
4
円

宮
﨑　

牧
子

●
1
、0
8
0
円

江
戸
し
ぐ
さ
の
心
を
長
崎
に

土
肥
原　

弘
久

◆
問
合
せ
先　

土
肥
原
さ
ん
ま
で

　

電
話
〇
九
〇―

二
五
〇
〇―

〇
五
九
七

加
野
尚
志
画
集

平
成
長
崎
風
景●

4
、3
2
0
円

加
野
絵
画
研
究
室

来
者
の
群
像

●
1
、7
2
8
円

木
村　

哲
也

◆
問
合
せ
先　

編
集
室
水
平
線

　

電
話
〇
九
五―

八
〇
七―

三
九
九
九

●
1
、0
8
0
円

北
川　

暢
子

き
く
ち
ゃ
ん
の
う
た

Vol.2

●
1
、6
2
0
円

ひ
ら
た　

き
く
よ

き
く
ち
ゃ
ん
の
詩●

1
、2
9
6
円

ひ
ら
た　

き
く
よ

キ
ラ
キ
ラ

人
生
を
輝
か
せ
る
た
っ
た
5
つ
の
大
切
な
こ
と

●
1
、6
2
0
円

ご
う
ま
な
み

神
様
か
ら
の
贈
り
も
の

●
1
、2
9
6
円

幸
夏　
　

涼

英
文
観
光
ガ
イ
ド
長
崎

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

●
6
0
0
円

長
崎
通
訳
研
究
会

◆
問
合
せ
先　

電
話
〇
九
五―

八
二
一―
五
四
八
四

歌
集 

筑
後
川

●
2
、1
6
0
円

辻　
　

武
男

玉
鈴 

水
墨
画
集●

4
、8
6
0
円

●
3
、2
4
0
円（
税
込
）

田
村　

玉
鈴

ー
墨
色
の
千
変
万
化
に
魅
せ
ら
れ
て
ー

長
崎
を
描
い
て
さ
る
く

●
2
、1
6
0
円

松
林　

重
宗

も
う一人
の
少
年
使
節

ド
ラ
ー
ド
 

●
1
、2
0
0
円

青
山　

敦
夫

塩
飽
史

江
戸
時
代
の
公
儀
船
方
 

●
2
、7
0
0
円

吉
田　

幸
男

昭
和
20
年
8
月

長
崎
市
地
図
 ●

5
4
0
円

出
口　

輝
夫

※

長
崎 

幻
の
響
写
真
館

●
2
、1
6
0
円

根
本　

千
絵

※

松
尾
弘
遺
作
写
真
集 

編
集
委
員
会

生
き
た
、愛
し
た
、

そ
し
て
撮
っ
た●

非
売
品

土
肥
原

　弘
久

精
霊
流
し
に
つ
い
て

平
成
29
年
伊
良
林
一
丁
目
自
治
会

精
霊
流
し
の
記
録●

1
、0
8
0
円

古
賀
セ
イ
子
編
集

真
実
一
路

原
正
好
画
集

●
非
売
品

松
﨑

　伸
子

歌
集 

冬
牡
丹

●
非
売
品

堀
田

　征
子

し
ほ
と

ふ
し
ぎ
な
み
ず
う
み

童
話
集

●
非
売
品

精霊流しについて
平成２９年 伊良林一丁目自治会精霊流しの記録

土肥原弘久

ゆるり書房

画
集

　 

真
実
一
路

原

　正 

好

真
実
一
路

画 

集

原

　正 

好

原

　正
好

生きた、 愛した、 そして撮った
松尾　弘　遺作写真　＆　

生
き
た
、 

愛
し
た
、 

そ
し
て
撮
っ
た

そして
JRP長崎支部会員

◎村　里　　　榮（支 部 長）
　原　賀　欣一郎
○黒　﨑　晴　生（事務局長）
　中　島　正　嗣
○松　島　伊津子（会　　計）
○荒　木　伸　子
○柿　本　実千子
　西　嶋　　　満
○池　田　信　之

◆事務局◆
　黒﨑　晴生
　〒850-0835
　長崎市桜木町6-86
　tel.FAX　 095-828-2990

発行日　2018年６月１日
（写真の日）

発行　松尾　弘 遺作写真集編集委員会

　　　代表　村里　榮

印刷　

松尾　榮子

〒852-8024
長崎市花園町28-5
tel.FAX　  095-861-8350
ケータイ　080-9102-7689

株式会社　昭和堂

〒856-0806
大村市富の原2丁目424-10

〒850-0875
長崎市栄町6-23 昭和堂ビル
tel    095-821-1234
FAX  095-823-8740

◎編集代表
○編集委員

生きた、 愛した、 そして撮った
松尾　弘　遺作写真　＆　

有田陶山神社狛犬

背幅 6mm

神
様
を
擔
ぐ
男
達

長
崎
く
ん
ち
か
つ

祈
り
と
光
の
情
景

五
島
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一

　書
籍
を
発
刊
し
た
動
機

　
私
が
今
年
初
め
、
七
冊
目
の
単
著

「
地
方
創
生
の
成
功
法
則―

地
域
振

興
に
お
け
る
効
果
的
な
人
口
・
観

光
・
物
産
振
興
政
策
の
あ
り
方
」
を

上
梓
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
き
っ
か
け

は
、
本
書
の
原
型
と
な
っ
た
博
士
論

文
の
指
導
教
官
で
あ
っ
た
、
杉
原
敏

夫
教
授
（
長
崎
総
合
科
学
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
、
元
長
崎
大
学
経
済

学
部
長
）
か
ら
示
唆
を
い
た
だ
い
た

こ
と
で
し
た
。
博
士
論
文
自
体
、
私

が
長
崎
県
に
招
聘
を
い
た
だ
い
て
来

て
か
ら
の
十
五
年
間
（
二
〇
〇
二
年

〜
二
〇
一
七
年
）
で
得
た
地
域
経
営

の
事
例
と
知
見
を
普
遍
化
し
た
も
の

で
、
「
地
域
経
営
の
教
科
書
」
と
も

言
え
る
集
大
成
で
し
た
。
長
崎
総
合

科
学
大
学
の
立
石
暁
理
事
長
（
元
長

崎
県
副
知
事
）
か
ら
も
、
全
国
の
自

治
体
経
営
の
教
科
書
に
な
る
と
励
ま

し
て
い
た
だ
き
、
発
刊
に
向
け
て
意

を
強
く
し
ま
し
た
。

二

　書
籍
の
概
要

　
地
域
経
済
を
豊
か
に
す
る
政
策
の

選
択
と
、
選
択
し
た
政
策
を
実
行
す

る
地
域
経
営
力
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
、

地
域
の
将
来
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

は
、
私
が
長
崎
県
の
政
策
や
市
町
の

政
策
・
施
策
と
そ
の
実
行
力
・
成
果

を
観
察
し
て
経
験
的
に
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
公
益
財

団
法
人
な
が
さ
き
地
域
政
策
研
究
所

で
、
地
域
経
済
に
関
す
る
経
済
統
計

や
地
域
経
営
の
全
分
野
に
わ
た
る
事

例
を
研
究
・
支
援
し
て
き
て
、
政
策

選
択
と
、
戦
略
的
地
域
経
営
が
、
地

域
の
将
来
を
決
め
る
両
輪
で
あ
る
と

の
確
信
を
得
ま
し
た
。
政
策
選
択
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
地
域
経
済
へ

の
影
響
が
大
き
く
、
住
民
の
関
心
が

高
い
、
人
口
減
少
対
策
・
観
光
振
興

政
策
・
物
産
振
興
政
策
の
三
つ
を
取

り
上
げ
、
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
用
い
て
、

地
域
総
生
産
と
こ
れ
ら
三
つ
の
政
策

の
関
係
、
三
つ
の
政
策
相
互
の
関
係

性
を
検
討
し
ま
し
た
。
人
口
減
少
対

策
は
、
地
域
政
策
と
し
て
あ
ま
り
取

り
上
げ
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
テ
ー
マ

で
す
が
、
マ
ク
ロ
経
済
に
と
っ
て
、

最
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
根
幹
で

あ
る
の
で
、
自
然
増
減
・
社
会
増
減

と
も
に
分
析
し
て
い
ま
す
。
地
域
経

営
に
つ
い
て
は
、
「
戦
略
的
地
域
経

営
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
政
策
評

価
制
度
や
N
P
M
（N

ew
 Public 

m
anagem

ent

）
と
並
ん
で
、
行

政
経
営
を
戦
略
的
に
行
い
、
よ
り
総

合
的
に
評
価
す
る
た
め
に
、
四
つ
の

視
点
（
顧
客
・
財
務
・
業
務
プ
ロ
セ

ス
・
学
習
と
成
長
）
に
基
づ
く
、
バ

ラ
ン
ス
・
ス
コ
ア
・
カ
ー
ド

（Balance Score C
ard

）
の
活

用
も
検
討
し
ま
し
た
。

　
本
書
の
内
容
は
、
一
見
専
門
的
で
、

難
し
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
民
主
主

義
制
度
下
で
の
、
住
民
に
開
か
れ
た

行
政
運
営
の
在
り
方
と
し
て
最
重
要

な
テ
ー
マ
で
す
。
ま
た
、
地
方
財
政

が
今
後
厳
し
く
な
る
中
で
、
地
域
経

済
に
と
っ
て
効
果
的
な
政
策
を
優
先

的
（
戦
略
的
）
に
実
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
政
策
を
成
功
さ
せ
る
た
め

の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
も
、
多

く
の
方
々
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三

　今
後
へ
の
抱
負

　
本
書
は
、
博
士
論
文
の
書
籍
化
を

優
先
し
た
の
で
、
表
現
が
硬
く
、
難

し
い
論
点
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後

は
、
地
方
創
生
・
戦
略
的
地
域
経

営
・
離
島
振
興
・
世
界
遺
産
・
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
等
を
具
体
的
に
、
分

か
り
や
す
く
読
者
と
一
緒
に
考
え
る

た
め
の
書
籍
を
発
刊
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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『平屋の家』

『 終 活 の 家 づ くり 』

詳しくはニコニコ住宅までお電話ください！
ニコニコ住宅は『終活の家づくり』を応援します！

万円～768
の家づくり
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子育てが終わり、定年退職を迎え、老後の生活を有意義に過ごされたい方。
二階建てや庭園など、住まいと敷地が老後の生活には広すぎる方。
長年の暮らしで、使わない品々に囲まれている方。
マンションや老人ホームへ転居せず、今の場所で暮らしたい方。
リフォームするには老朽化しすぎで、高額な新築費では老後資金に不安が残る方。
旅行や趣味、習い事などを優先した生活を送りたい方々。
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３
千
棟
の
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を
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を
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もの忘れ外来のご案内もの忘れ外来のご案内

予約／問い合せ窓口：道ノ尾病院 地域連携室
電話：095-856-1111（代） 

（問い合せ時間：月～金 9：00～17：00）

もの忘れ外来のご案内

〒852-8055長崎市虹が丘町1番1号
URL：http://www.michinoo.or.jp

厚生会医療法人

ICHINOOM OSPITALH
道ノ尾病院

もの忘れ外来では、認知症に関する相談をお受けし、

専門的な検査、診断、治療などを行います。

「最近忘れっぽくなった」、

「繰り返し同じ事を尋ねるようになった」

などご心配なことがございましたら

お気軽にご相談ください。

完全
予約制
診察ご希望の際は、

必ずご予約下さい

新患診察日／担当医師　午後２時より、診察いたします。
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『 終 活 の 家 づ くり 』
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ニコニコ住宅は『終活の家づくり』を応援します！
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マンションや老人ホームへ転居せず、今の場所で暮らしたい方。
リフォームするには老朽化しすぎで、高額な新築費では老後資金に不安が残る方。
旅行や趣味、習い事などを優先した生活を送りたい方々。
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もの忘れ外来のご案内

〒852-8055長崎市虹が丘町1番1号
URL：http://www.michinoo.or.jp

厚生会医療法人

ICHINOOM OSPITALH
道ノ尾病院

もの忘れ外来では、認知症に関する相談をお受けし、

専門的な検査、診断、治療などを行います。

「最近忘れっぽくなった」、

「繰り返し同じ事を尋ねるようになった」

などご心配なことがございましたら

お気軽にご相談ください。

完全
予約制
診察ご希望の際は、

必ずご予約下さい

新患診察日／担当医師　午後２時より、診察いたします。
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詳しくはニコニコ住宅までお電話ください！
ニコニコ住宅は『終活の家づくり』を応援します！

万円～768
の家づくり
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子育てが終わり、定年退職を迎え、老後の生活を有意義に過ごされたい方。
二階建てや庭園など、住まいと敷地が老後の生活には広すぎる方。
長年の暮らしで、使わない品々に囲まれている方。
マンションや老人ホームへ転居せず、今の場所で暮らしたい方。
リフォームするには老朽化しすぎで、高額な新築費では老後資金に不安が残る方。
旅行や趣味、習い事などを優先した生活を送りたい方々。

◇
人
生
は
、七
転
び
八
起
き
!!

15
歳
で
親
元
を
離
れ
、大
工
の
棟

梁
に
弟
子
入
り
。
20
歳
で
独
立
し
、

岡
建
築
代
表
、一
建
設
代
表
、ア
イ

フ
ル
ホ
ー
ム
長
崎
初
代
オ
ー

ナ
ー
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ー
ム
長

崎
初
代
オ
ー
ナ
ー
、ア
ッ
ト
ハ
ウ

ジ
ン
グ
長
崎
代
表
を
経
て
、現
在

グ
ッ
ド
ホ
ー
ム
社
長
。紆
余
曲
折

の
中
で
、約
３
千
棟
の
家
づ
く
り

を
手
が
け
た
半
世
紀
を
振
り
返
っ

た
回
顧
録
。

株式会社グッドホーム 長崎市岡町2-22渕ビル2F TEL.095-847-7420
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「
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プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
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